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1㸬本ㄽ文の目的 

┳ㆤ師のᴗ務は㸪かつてなら㸪主として㝔のᲷや外᮶デ察室でのᴗ務としてイメー

ジされていたといえるだろう㸬そして㸪⌧在では㸪それらに加えて㸪ゼ問┳ㆤステーショ

ンや♫会⚟♴タに所属してのᴗ務も㸪┳ㆤ師ᴗ務のイメージのひとつとして了ゎされる

ようになってきた㸪といってⰋいだろう㸬また㸪┳ㆤ師のᴗ務のἲⓗ意味に㛵していえば㸪

どのような勤務場所で勤務しようとも㸪ἲⓗには「デ⒪の⿵助」および「⒪㣴上の世ヰ」

に2分されて⌮ゎできるものになっていることは㸪よく▱られているとおりである㸦ὀ1㸧㸬 

とはいえ㸪上グは㸪名⛠⊂占やᴗ務⊂占のᴗ務として存在している「┳ㆤ師ᴗ務」に㛵

していえることに㐣ぎない㸬実㝿の┳ㆤ師᭷㈨᱁⪅のすべてが㸪名⛠⊂占やᴗ務⊂占の「┳

ㆤ師ᴗ務」を⫋ᴗとして実㊶しているわけではない㸬 

たとえば㸪➹⪅の一人であるᶔ⏣は㸪かつて「医⒪コーディネーター」として働く┳ㆤ

師᭷㈨᱁⪅に対して㸪」ᩘ回のインタビューㄪᰝを⾜ったことがある㸬「医⒪コーディネ

ーター」という呼⛠の下で彼女たちがおこなっていたᴗ務は㸪一⯡ⓗな┦ㄯᴗ務にしろ㸪

セカンドオピニオンへの付きῧいᴗ務にしろ㸪それらはたしかに「患⪅の役に❧つᴗ務」

ではあったものの㸪とくに「デ⒪の⿵助」や「⒪㣴上の世ヰ」にカテゴライズされるよう

なものではなかった㸦ὀ 2㸧㸬けれども㸪彼女たちは㸪「┳ㆤ師」というカテゴリーのもと

でά動をしていたのである㸦ὀ 3㸧㸬 

ᮏㄽᩥでは㸪┳ㆤ師がどのような存在であるのか㸪ということを㸪⪃えて⾜きたい㸬け

れども㸪その探✲においては㸪┳ㆤ師のᴗ務に㛵するἲⓗな分㢮がどのようなものとされ

ているのか㸪ということに余りに῝く拘᮰されることは㑊けようと⪃えている㸬その代わ

りに㸪┳ㆤ師であるということが㸪ᴗ務実態中に┤接にはあらわれていなくても㸪そうい
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えるかも▱れない㸪という可⬟性にᩄ感でいようと思う㸬そういうほⅬから㸪つまりは㸪

♫会学ⓗなライフコース◊✲のほⅬから㸪┳ㆤ師である㸪ということが当ヱ人≀の⫋ᴗと

⏕άにどのような影㡪を及ぼしているのか㸪ということの探✲を⾜おう㸬たとえば㸪᳃㬑

外や手塚が㸪小ㄝ家やマンガ家でありながら㸪けれども同に医師でもあったように㸪

ある人≀が㸪アロマテラピストで᭷りながら㸪それでも同に┳ㆤ師であり⥆けていると

いう可⬟性を㏣ồしてみようと思う㸬これが㸪ᮏㄽᩥの┠ⓗである㸬 

ᮏㄽᩥの後半でも㏙べたように㸪᪥ᮏでは┳ㆤ師不㊊の原因として㸪多ᩘの┳ㆤ師がẖ

年ᴗ務を㞳れて戻らないことがゝ挙げされている㸬しかし㸪その主張にどれだけの付け

があるとゝえるのだろうか㸬⌧在のᨻ府⤫ィのやり᪉では㸪アロマセラピストになった┳

ㆤ師は㸪┳ㆤ師㞳⫋⪅とみなされてしまっているが㸪そのようなみなし᪉はどれぐらい㐺

切なのだろうか㸬図 3 の右側の⥙掛け㒊分に┦当する「アロマセラピスト」の中には┳ㆤ

⫋を⥆けているとぢなせる᪉々もいるのではないだろうか㸬そういうどⅬを持って㸪ᮏㄽ

ᩥは᭩かれている㸬 

アロマセラピストやリフレクソロジストになった┳ㆤ師を「₯在┳ㆤ師」というᯟに押

し㎸めてしまわずに⪃えて⾜くこと㸬┳ㆤ師という人⏕のあり᪉を㑅択したⱝ年⪅が㸪そ

の⏕き᪉を⥔持するやり᪉として㺀アロマセラピスト㺁や「リフレクソロジスト」を㑅んだ

可⬟性を┿剣に⪃えること㸬そのような⪃察を㐍めることこそが㸪ẖ年㸪女性である㧗ᰯ

⏕のうち㸪おそらくは 8㸣以上が┳ㆤ師への㐨を㑅ぶ㸪この 21 世⣖᪥ᮏにおいて㸪その㑅

択の意味を㸪より㇏かなものとして⪃えるきっかけになるのではないだろうか㸬そう⪃え

るのである㸬 

 

2㸬ㄪ査の概せ 

ᮏㄽᩥでは㸪┳ㆤ師ᴗ務から㞳⬺した₯在┳ㆤ師➼にも㸪ᮏ人の⮬ぬの≧ἣからみて㸪

┳ㆤ師ⓗアイデンティティを⥅⥆させている可⬟性があると⪃えて㸪⪃察をすすめる㸬し

たがって㸪┳ㆤ師ᴗ務をやめる前の㸪医⒪⫋としてᴗ務㐙⾜をしている≧態の┳ㆤ師を㸪

そのようなアイデンティティⓗ側㠃にὀ┠した┳ㆤ師と区別して㸪〈┳ㆤ師〉として㸪ヤ

マカッコ付きで㸪⾲グすることとしよう㸬 

つまり㸪ᮏㄽᩥのタイトルの意味は㸪ᴗ務としての〈┳ㆤ師〉をやめても㸪人᱁として

の┳ㆤ師を持⥆させている可⬟性を᳨ウする㸪というものである㸬 

ᮏㄽᩥでは㸪この┠ⓗを㐩成するために㸪⌧在は┳ㆤ師ᴗ務を⾜っていない 3 名の᪉に

「半ᵓ㐀化㠃接」の形でインタビューを⾜い㸪必せに応じて㸪ⱝ干の参与ほ察も⾜った㸬

ㄪᰝ対㇟⪅の探⣴と㑅定は㸪インターネット上にキーワードを入力する形で⾜った㸬イン

タビュイーの基ᮏ属性は㸪A さん㸪B さんはともに京㒔府在住の 60 代女性㸪C さんは㟼岡

┴在住の 50 代女性であり㸪3 名ともアロマテラピスト或いはリフレクソロジストとしてサ

ロンを⤒営していた㸦共同⤒営の場合を含む㸧㸬インタビューの⥲㛫は 3 人合ィで㸪⣙

3 㛫であるが㸪これ以外に参与ほ察の㛫や㸪㈨ᩱ収㞟の㛫がᩘ㛫かかっている㸬
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いずれのインタビューも㸪それぞれのインタビュイーのライフコースを意㆑しながら㸪「⌧

在の⫋では㸪どんなやりがいを持って仕事をしていらっしゃいますか」と⪺くことをメイ

ンの㉁問において実した㸬 

ḟに♧す「⾲ 1」は今回のインタビューㄪᰝのᴫせである㸬ㄪᰝ᪥およびㄪᰝ場所につ

いては㸪ㄪᰝ対㇟⪅のプライバシー保全のため㸪⛎匿してある㸬なお㸪我々のㄪᰝの全体

は㸪このインタビュー以外に㸪サロンでの⾡を受ける形での参与ほ察およびインターネ

ット上での情報᳨⣴㸦サロン㹖もサロン㹗も㸪㹕㹃㹀サイトやブログを所᭷していたので㸪

それらを⢭ᰝした㸧を含んでいるが㸪こちらについても㸪ㄪᰝ対㇟⪅のプライバシー保全

のため㸪ヲ⣽をここではグさないこととする㸬 

 

⾲㸯 インタビューㄪ査の概せ 

 ㄪᰝ X ㄪᰝ Y 

場所 サロン X㸦㛵す地域㸪⚾㕲㥐傍㸧 
インタビュアー㸸大学 

インタビュイー㸸サロン Y のᶍᵝ 

᪥ 2021㸦令和 3㸧年 8 ᭶㹬᪥ 2021㸦令和 3㸧年 10 ᭶㹫᪥ 

所せ㛫 2 か所合ィで㸪⣙ 2 㛫 

インタビューに㛵

わった人≀ 

インタビュアー㸸Უᮌ㸪ᶔ⏣ 

インタビュイー㸸A さん㸪B さん 

インタビュアー㸸Უᮌ㸪ᶔ⏣ 

インタビュイー㸸C さん 

インタビュー᪉ἲ 対㠃によるインタビュー 㟁ヰによるインタビュー 

㘓㡢の᭷↓ IC レコーダーによる㘓㡢あり 

 

3㸬結果 

3-1㸬㸿さんのキーワード   

ア「ヰし合っている㛫がᴦしかった」 

 ㄪᰝ対㇟⪅の 1 人┠である A さんは㸪60 代の女性である㸬⌧在は B さんとともにサロ

ンを㛤ᴗしている㸬子供は⊂❧し㸪夫と 2 人でᬽらしている㸬2021㸦令和 3㸧年 8 ᭶に彼

女らが⤒営しているリラクゼーションサロンにてインタビューを⾜った㸬 

 A さんは岐㜧┴出㌟で㸪岐㜧┴内で寮のある┳ㆤ学ᰯに㐍み㸪┳ㆤ師の⫋についた㸬25

ṓで⤖婚をᶵに京㒔に⛣住し㸪33 ṓで出⏘をした㸬兼ねてから大学㐍学への希ᮃがあり㸪

⮬分の子供の大学㐍学をきっかけに㸪┳ㆤ師をしながら㏻信制の大学に 4 年㛫㏻った㸬52

ṓで㛢⤒し㸪その前後でẕが他⏺したことからẼ持ちがᬯくなることがあった㸬また同

ᮇ㸪┳ㆤ師の仕事はすべての㠃でパーフェクトにこなす必せがあるものの㸪⮬㌟の仕事を

ㄆめてくれる人がㄡもいないことにẼづき㸪息ⱞしさを感じていた㸬そのようなにアロ

マセラピーに出会った㸬仕事をしながら学ᰯで学ぶようになり㸪JEA㸦᪥ᮏアロマテラピ
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ー㸤⮬↛⒪ἲスクール ジャパン・エコール・デ・アロマテラピー㸧セラピストの㈨᱁を

取得した㸬 

しかし㸪その当は㝔勤務の┳ㆤ師から㸪アロマセラピストへの㌿⫋は⪃えていなか

った㸬この代には㸪患⪅を⮬らの手で⒵したいと思っていても㸪㝔の᪉㔪でそれが実

⌧できずにいた㸬そのため㸪勤務を外れた形で㸪ボランティアの形でいいから何らかの形

でそれを実⌧させたいという思いがあった㸬㏥⫋前には㸪ᩆ急ᩆ命室での勤務を任せられ

ており㸪そこでは今まで以上に体力ⓗ⢭⚄ⓗに仕事の㈇担が大きく㸪今やっている仕事よ

りもゆっくりと仕事がしたいという思いが強くなっていた㸬そうしたタイミングで㸪同じ

㝔に勤めている B さんと出会い㸪互いの共㏻Ⅼに意Ẽ投合していった㸬B さんが A さん

をサロン㛤ᴗにㄏったことから㸪2 人でアロマテラピーやリフレクソロジーを⾡するた

めに㸪㛤ᴗィ⏬を㐍めていくことになった㸬京㒔に᮶てから勤めていた㝔を㸪定年より

前に㸪59 ṓで㏥⫋した㸬⌧在のά動としては㸪元勤務先の㝔内での「ㄆ▱カフェ」の

ボランティアを⾜ったり㸪サロンでの⾡を⾜ったりしている㸬なお㸪⌧在㸦2021 年⛅㸧

はコロナの影㡪で㝔に⾜くことができず㸪ボランティアά動は実できていない㸬 

ここまでが㸪インタビュー⤖ᯝのᴫせである㸬以下は㸪インタビューワーとしての感想

㎸みのまとめである㸬 
もともと㸪「᪥ᮏㄒで勉強できることが幸せ」「勉強が好き」というⓎゝがインタビュ

イーからはあり㸪⯆味を惹いたものに㛵しては㸪探ồする意ḧが強い㸬常に学び⥆けると

いう A さんの姿勢は㸪「⏕ᾭ学⩦志向」という┳ㆤ師の⫋ᴗ人としての姿勢と共㏻するも

のがあると推 できよう㸬A さんはアロマへの㛵心がⱝいからあったわけではなく㸪50

代でアロマに出会っている㸬᭦年ᮇやẕぶの他⏺により㸪㌟体ⓗ⢭⚄ⓗな変化があったこ

とがきっかけとなり㸪A さん⮬㌟がアロマの⾡を受け㸪心も体も⒵されるようになった㸬

そうして㸪⮬らもアロマの▱㆑を得ようとアロマスクールで学ぶことをỴ意した㸬アロマ

の⾡を㏻して⒵されること㸪またスクーリングで学⩦することは㸪A さんの㊃味として

のᴦしみに⧅がり㸪塞ぎ㎸んでしまうようなᮇを乗り㉺えるきっかけとなっていたよう

だった㸬 
㝔勤務代に㸪同じブロックで働いていた B さんとは㸪同じ大学を卒ᴗしたり同じ⤫

合医⒪の㈨᱁を持っていたりと多くの共㏻Ⅼがあった㸬A さんはこれまで一人でやってき

た学⩦という㊃味や㸪仕事の㎞さを 2 人で共᭷することができ㸪A さんにとって B さんは

⌮ゎ⪅のひとりであったと推 できる㸬A さんはアロマセラピーの㈨᱁は取得していたが㸪

元々アロマセラピストになるつもりはなかった㸬しかし㸪そのように共㏻したマインドを

持っている B さんに㸪サロン㛤ᴗをㄏわれることで㸪今まで感じていた㞠われる❧場とし

てのストレスや仕事内容への不‶をバネに㸪㝔では叶わなかった㢪ᮃの実⌧に向かって

いった㸬そして㸪それを可⬟にする手ẁがアロマセラピストとしての㛤ᴗであった㸬A さ

んは B さんとのサロンの㉳ᴗを実⌧したが㸪それは㸪⮬分たちの可⬟性を信じて⾜動する

⏣意ぢであり㸪この体㦂は㸪㞠われっぱなしだった人⏕に㸪㞠われっぱなしではない人⏕
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を付加する体㦂であったことだろう㸬そういう形のライフコースを 59 ṓになってṌめた

ことは㸪A さんには⮬己⫯定ⓗ体㦂であったことだろう㸬そのため㸪「ヰし合っている

㛫がᴦしかった」のだろう㸬 
 
イ「⚾たちはゆっくり仕事がしたい」 

A さんは㝔┳ㆤ師を㏥⫋する前㸪ᩆ急ᩆ命室での勤務に就いていた㸬㒊⨫として㸪

㠀常に慌ただしく㸪定年㛫㝿であってもⱝい┳ㆤ師と同じように常に完⎍をồめられてい

た㸬勤務していた㝔は㸪以前は㸪夜勤の担当になることに年㱋制㝈があり㸪A さんは㏵

中から夜勤免㝖になっていたようだが㸪代と共にその制度はなくなってしまったようで

あった㸦つまり㸪定年㛫㝿になっても夜勤があった㸧㸬そのような勤務⎔境において A さ

んは㌟体ⓗ⢭⚄ⓗな㈇担を㔜いと感じていた㸬また㸪ᩆ急ᩆ命室以前の㸪Ჷでの勤務

代にも㸪採⟬に合わないことはしないという㝔の姿勢に不‶を持っており㸪A さんは一

人ひとりの患⪅を⒵すような仕事の仕᪉を希ᮃしていた㸬そのため㸪᪥々のᴗ務に㏣われ

るのではなく㸪体力がチす⠊囲で一人ひとりとゆっくりと向き合う㛫を持ちたいという

思いが強くなっていた㸬 

⌧在㸪サロンの予⣙システムは㸪㟁ヰ予⣙かメール予⣙に㝈定されている㸬㛤ᴗ当初は㸪

「EPARK」という㸪Ẹ㛫ᴗ⪅が提供するサービスに依拠して㞟客を⾜っていた㸬たしかに

このサービスを利⏝すると㸪一定の㢳客ᩘを⋓得し㸪利┈を⏕み出すことがẚ㍑ⓗ容᫆に

できる㸬一᪉㸪常にケータイを意㆑して予⣙が入っていないかどうかの☜ㄆをする必せが

あった㸬急に仕事が増えたり㸪ῶったり㸪予⣙ᩘの増ῶに応じた仕事がồめられた㸬また㸪

このサービスの営ᴗ上の仕⤌みとして㸪⾡の初回が≉別に割引されて安くなるシステム

になっていた㸬しかしその反㠃㸪リピートしてくれる㢳客がいなくなってしまうことが㉳

きてしまった㸬「一回㝈りのお客さんよりも㸪リピートしてもらうことで㸪お客さんとの

信㢗㛵係が⏕まれる」「⚾たちと㐪って㸪ⱝくて㸪アロマで✌ぎたいような人はそういっ

たサービスを使うといいかもしれないが㸪⚾たちはゆっくりと仕事がしたい」というㄒり

があった㸬つまり㸪A さんには㸪一人の㢳客と㛗ᮇ㛫「⾡⪅-⿕⾡⪅㛵係」を⥆けたい㸪

そうやってこそ⒵しに⧅がるという思いがあったようだった㸬⌧在は「EPARK」という㞟

客サービスを㐪⣙㔠を払ってやめ㸪㟁ヰやメールでの予⣙システムを取っている㸬また㸪

予⣙と予⣙との㛫㝸は㸪十二分に㛫ⓗに㝽㛫を㛤けるようにしている㸬そのかわり㸪希

ᮃがあれば㸪土᪥にも㛤ᴗをしている㸬つまり㸪⮬分たちのキャパに応じて㸪余⿱がある

感じで予⣙をうけている㸬このようなやり᪉をすることによって㸪リピーターが㢳客の㐣

半を占めるようになった㸬そして㸪それは㝔勤務代に抱いていた㢪ᮃがかなう体制で

あった㸬つまり㸪一人ひとりと㛫をかけてゆっくり向き合って仕事をするという体制で

あった㸬「EPARK」を使ってみたことで㸪むしろかねてからの㸪ゆっくりと仕事がしたい

という思いが再ㄆ㆑されサロンの形がさだまっていった㸪ということもできよう㸬 
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なお㸪A さんは㸪┳ㆤ師として㝔に㛗く勤めていたものの㸪師㛗などの役⫋にはつい

ていない㸬おそらくは㸪出世することにはあまり㛵心がなかったのだろう㸬またサロンで

は㸪仕事としてお㔠をとって⾡をしているが㸪たくさん儲けをだそう㸪という志向性は

感じられない㸬そこから㸪A さんが㸪㈨ᮏ主⩏ⓗな意味で㸪仕事人㛫ではないことがわか

る㸬⮬分のやりたいことを⮬分のペースでᴦしむスタイルこそが㸪A さんの⏕き᪉である

といえよう㸬 

 

3-2㸬㹀さんのキーワード 
ウ「┳ㆤ師⤒㦂が⾡にάきているか」との㉁問に対して「どうやろう」 
ㄪᰝ対㇟⪅の 2 人┠である B さんは㸪A さんと共にサロンを⤒営しているリフレクソロ

ジストの 60 代女性である㸬A さんと同じタイミングでサロンにてインタビューを⾜った㸬 

B さんは┳ㆤ専㛛学ᰯを卒ᴗし㸪その後大学に㏻うために京㒔に⛣住した㸬┳ㆤ師とし

て A さんと同じ㝔で勤務しながら㸪A さんと同じ㏻信制の大学に㏻った㸬┳ㆤ師をしな

がら大学のㄢ㢟をこなし㸪ᩥṊ両㐨をᯝたすことは㠀常にハードだったとㄒってくれた㸬

B さんは┳ㆤ師のᴗ務に᪥々⑂れを感じていた㸬学会へ参加した㝿には㸪その帰りに友人

とẖ回のようにリフレクソロジーの⾡を受け㸪その⑂れを⒵していた㸬そのに㸪リフ

レクソロジーのサロンに⨨いてあったリフレクソロジースクールのパンフレットを手に取

ったことがきっかけで㸪55 ṓのときからリフレクソロジーを学ぶようになった㸬B さんは

そのスクールでリフレクソロジーの国㝿㈨᱁まで取得したが㸪その後も 59 ṓになるまで

は┳ㆤ師を⥆けた㸬 

㏥⫋前は㸪夜勤免㝖がないことなどの労働上の不‶がいくつかあり㸪「ⱝい人はここが

いやならḟがあるという人がいるが㸪⚾たちはそうはいかない㸬だからといって㸪その

㝔では労⤌に入る人がいないので㸪⤖局㸪嫌だったら㎡めるしかない」とㄒり㸪┳ㆤ師の

仕事を㎡⫋するか不‶を⪏えて⥆けるかのどちらを㏕られていた㸪とㄒってくれた㸬 

そのころ㸪55 ṓ以上の⫋員には上乗せ㏥⫋㔠がでるという᪩ᮇ㏥⫋のヰが㝔から持ち

かけられた㸬 

そのようなタイミングで㸪同じ㝔に勤務する A さんと出会った㸬B さんの᪉から「お

店を出そう」とサロン㛤ᴗにㄏった㸬㛤ᴗするためのヰし合いをかさね㸪59 ṓのに A さ

んと一⥴に㝔を㏥⫋した㸬A さんとの出会いにおいて㸪B さんからの呼びかけがなけれ

ば㸪2 人でサロンを㛤ᴗする㸪という⌧在の形にはならなかっただろう㸬そのⅬで㸪B さん

という⫋ᴗ人をᵓ成するプロフェッショナリズムのせ⣲のひとつに㸪人を導くリーダーシ

ップがあった㸪ということもできよう㸬 

B さんは㸪どうように㸪⒵しのプロフェッショナルであり⥆けていた㸬リフレクソロジ

ーの⾡においては㸪「体をゐっていたらẼのことは⌮ゎできる」と㏙べてくれた㸬つ

まり㸪リフレクソロジーの⾡中においても㸪広い意味での┳ㆤ師スキルをάかしている

ことにゝ及していた㸬また㸪㢳客にẼのことを⪺かれたら対応することができるとも㏙



〈┳ㆤ師〉を㎡めた┳ㆤ師の⫋場と⏕άの♫会学 

  

2022 現象と序 16  - 25 - 

 

べてくれた㸬㢳客から「今᪥は何か悪いところがあったか」と⪺かれることもあるそうだ㸬

その一᪉で㸪⮬分からは㢳客に㸪元┳ㆤ師であるとは᫂かさないことが多い㸪ともㄒって

いた㸬 

「今の仕事に┳ㆤ師⤒㦂がάきているかどうか」という我々からの㉁問に対しては㸪「ど

うやろう」とᩘ⛊㛫の㛫を挟んで⟅えてくれた㸬Ẽに㛵係する㉁問に対しては┳ㆤ⤒㦂

がάきるが㸪リフレクソロジーを⾜うにあたっては┳ㆤとは␗なるスキルが必せであり㸪

両⪅を切り㞳して⪃えている㸪とのことだった㸬「どうやろう」という㏉⟅は㸪「YES」

というより「NO」に㏆い㸬つまりは㸪┳ㆤ師とリフレクソロジストの両⪅の㐪いにᩄ感で

あろうとしているようだった㸬このことは㸪プロのリフレクソロジストとして㸪┳ㆤ師で

あったという⤒㦂に㢗らない姿勢をとっている㸪ということでもあるようだった㸬そうい

う形で㸪リフレクソロジストとしてプロである㸪という▪持を♧しているように思われた㸬 

 

エ「⾡の全てがボランティアというのは⮬分がだめになる」 

⌧在 B さんは㸪サロンを㛤ᴗしているリフレクソロジストである㸬サロンでの⾡以外

では㸪各タでのボランティアά動に取り⤌んでいる㸬まず㸪㸿さん同ᵝに元勤務先の

㝔でのㄆ▱カフェのボランティアをしている㸬さらに㸪リフレクソロジーのスクールの

コミュニティのメンバーとして「ホスピス」でのリフレクソロジ・ボランティアを⾜って

いる㸬しかしながら㸪᪂型コロナウイルス感ᰁがὶ⾜して以᮶㸪タでのボランティア

の受け入れはない≧ἣになってしまっている㸬 

B さんは「一人でも元Ẽにしたい」という思いを持っていた㸬B さんのこの思いは㸪ボ

ランティアにおいても㸪そうでもなくても同じである㸬その一᪉で B さんは「サロンはボ

ランティアではない」㸪「ボランティアだったらお㔠をもらわないし手を抜くことができ

るが㸪それだと⮬分がだめになってしまう」ともいう㸬これは㸪利┈の㏣ồを┠ⓗとした

Ⓨゝとして受け取るべきではないだろう㸬なぜか㸬B さんは┳ㆤ師代にẚべて㸪⌧在の

サロンでの仕事では㸪収入が下がったことにゝ及している㸬「年㔠⏕άだから余⿱はある㸬

お㔠よりもゆっくり㐣ごしていただける㛫をつくりたい」というⓎゝがあった㸬サロン

㛤ᴗでは㸪┳ㆤ師の収入を㉸えることが厳しいことがわかる㸬その一᪉で㸪B さんはサロ

ンの居心地をⰋくして㢳客に「すっきりして帰って」もらうことが利┈を㏣ồすることよ

りも㔜せであるとヰしてくれた㸬つまりは㸪仕事として㸪㢳客にẼ持ちよく帰ってもらえ

る場所を作りたい㸪という希ᮃがあるようだった㸬 

下⥺㒊エについて㸪もう少しㄞゎを㐍めていこう㸬たしかに「ボランティア」での⾡

には⤒῭ⓗな対価ㄳồという⾜Ⅽがなく㸪完全に⮬らの任意の意思によるά動である㸬そ

のため㸪⾡を必せとする人たちにとって㸪ボランティアをしてもらえること⮬体が感ㅰ

すべきことになってしまう㸬つまり㸪ボランティアά動における⾡はクオリティをồめ

られることが少ない㸪ということになるだろう㸬しかし㸪⾡にᩱ㔠がⓎ⏕するとなると㸪

㢳客を‶㊊させるためには㸪一定のクオリティが必せとなる㸬ᩱ㔠をもらうことで㸪⮬分
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⮬㌟の⾡に価値をぢ出し㸪㢳客がồめるỈ‽を㉸えて⾜くことができるように㸪より㧗

みを┠指す㸪努力⩏務がⓎ⏕する㸬「一人でも元Ẽにしたい」という㢪いも持っている㹀

さんにおいては㸪ᩱ㔠を取る形で㸪サロンで⾡することで㸪ᩱ㔠にぢ合うだけのサービ

ス提供をすることが㸪⮬分⮬㌟の仕事の仕᪉としてよりᮃましいことなのだ㸪という B さ

ん一ὶの仕事に対する哲学があるのだろう㸬つまり㸪サロンで᭷ᩱで⾡をすることで㸪

㢳客に‶㊊してもらうために⮬己◊㛑していくシステムを㸪意㆑ⓗに㥑動しているように

ぢえた㸬 

 

3-3㸬㹁さんのキーワード 

オ「➨二の人⏕」 

3 人┠のㄪᰝ対㇟⪅である C さんは㸪㟼岡┴に住む 50 代女性である㸬⌧在は⮬宅にアロ

マセラピーを中心としたサロンをᵓえている㸬このサロンについては㸪インターネット᳨

⣴でⓎぢし㸪㟁子メールで㐃⤡をᩘ度取った後㸪2021㸦令和㸱㸧年 10 ᭶に㟁ヰにてインタ

ビューを⾜った㸬 

C さんは┳ㆤ師を 20 年㛫ほど⤒㦂したあと㸪サロンを㛤ᴗしている㸬┳ㆤ師としての勤

務には㸪┳ㆤ師の仕事を㎞く感じていた㸬≉に㸪内⛉のクリニックに勤務していたに

は㸪仕事でストレスを抱えている心㌟ⓗ患⪅を多く┠にしてきた㸬当㸪そのような患

⪅のヰを丁寧に⫈きたいという思いがあったものの㸪医師の᪉㔪でそれが実⌧することは

なかった㸬なんとかそのような患⪅さんに対応したいと㸪C さんはアロマセラピーのスク

ールに㏻い㸪アロマの▱㆑を得たが㸪スクール卒ᴗ後もしばらくは┳ㆤ師を⥆けていた㸬 

同に⚾⏕άの㠃でも変化が⏕じていた㸬フルタイムの┳ㆤ師勤務では⮬ずと仕事優先

の⏕άとなり㸪家᪘のことは必↛ⓗに優先㡰位が低くなってしまっていた㸬C さんはẕぶ

の介ㆤや息子の子⫱てを優先させたいと思った㸬そこで㸪C さんは┳ㆤ師を㎡⫋し㸪アロ

マスクールでの▱㆑を元にリラクゼーションサロンやエステなどで働き始めた㸬さらに㸪

それらの仕事で得た⤒㦂と▱㆑を元に㸪⮬宅でサロンをオープンすることとなった㸬 

C さんは元々20 代の㡭からアロマに⯆味を持っていたが㸪アロマセラピストよりも┳ㆤ

師の᪉が収入㠃で安定しているため㸪当はアロマを仕事にするつもりはなかった㸬50 代

で┳ㆤ師を㎡⫋しサロン㛤ᴗを始めるỴ᩿を下すときには㸪やはり収入㠃での不安があり㸪

ぬ悟が必せなことだっただろう㸬しかし㸪┳ㆤ師代の不充㊊感や㸪家庭⏕άと仕事の両

❧問㢟にかかわるストレスが㸪C さんの中でバネとなり㸪ⴱ⸨を乗り㉺えるスプリング・

ボードになったと⪃えられる㸬 

20 年㛫⥆けてきた┳ㆤ師を㎡⫋し㸪家庭ではẕぶの介ㆤや思ᮇの息子との㛫を大切

にする㸬また仕事では㸪⮬㌟一人でアロマセラピーサロンを㛤ᴗし㸪家庭と仕事を両❧で

きるように㸪⤒営の⯦を取って⾜く⏕άが始まることとなった㸬そのようにして㸪仕事と

⏕άの両⪅を以前とは␗なった形にして㸪᪂しいキャリアをṌんでいくことが㸪C さんに

とって「➨二の人⏕」の㛤幕になっていった㸬 
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カ「今すごく充実しています」 

サロンでは㸪「アロママッサージ」の⾡の他に㸪「会ヰによるセラピー」㸪「タロッ

ト占い」などのメニューがある㸬また㸪⾡の㛫とは別に㸪カウンセリングの㛫を

⾡前に平均 30 分ほどタけており㸪カウンセリングシートを⏝いて㢳客のヰをきいている㸬

クリニック勤務にできなかった㢳客の心のケアをここで実⌧しているようだった㸬 

サロンに᮶店する㢳客は㸪᭦年ᮇや不╀㸪パニック㞀害などの心⒪内⛉⣔㸪リウマチ㸪

乳がんなど名がデ᩿されている᪉㸪そして㸪┳ㆤ師㸪介ㆤ士㸪ṑ⛉医師などが㏻ってい

るとのことだった㸬そして C さんはある㢳客のヰをした㸬乳がんでᾋ⭘㸦むくみ㸧やこわ

ばりの≧がある㢳客のことである㸬その᪉は乳がんの㸪⾡後リハビリをしていたが㸪㏥

㝔してから一人でリハビリを⾜うことに㎞さを感じていた㸬そして㸪⾡後半年で㸪強張り

がひどくなり C さんのサロンをゼねてきたそうだ㸬うつ伏せになることも㞴しいほどの強

張りがあり㸪C さんは⾡を㢳客と一⥴に工夫を凝らしながら⾜った㸬2 㐌㛫に一回㏻っ

てくることで≧がまり㸪ḟ➨に㢳客は㸪⮬分の仕事のストレスを⾲出してくれるよう

になった㸬᭱⤊ⓗに㸪学⏕代に⾜っていたバイオリンを再び始めることができるまでの

回復をしたそうである㸬このエピソードが思い出にṧっているという㸬 

このように㸪⾡前はẼの≧や心のストレスを持っていた㢳客が㸪⾡を受けるこ

とで㸪≧が回復し㸪➗㢦になっていくのをぢたに「⮬分が必せとされている」と仕事

のやりがいを感じると㸪C さんはㄒってくれた㸬┳ㆤ師勤務は㸪「㝔ではスタッフが

大勢いる中の㸪ひとりの┳ㆤ師」というポジションでしかなかった㸬しかし㸪⌧在は⮬分

のやりたかった心のケアを㏻して㸪㢳客に‶㊊してもらい㸪⮬分を必せとしてくれている

人がいることを感じとれている㸬このことが仕事のやりがいに⧅がっているとゝっていた㸬

C さんは┳ㆤ師代よりも「年収は下がった」とⓎゝしていたが㸪それ以上に今の仕事に

価値とやりがいを感じていることがわかる㸬 

C さんは心のケアをしたいという思いから㉳ᴗに⮳ったが㸪心のケアを⾜うにあたって

専㛛ⓗな▱㆑を持っているわけではなかった㸬カウンセリングについての専㛛ⓗな技ἲの

ㅮ⩦を受けたり㸪⮫床心⌮士➼の㈨᱁を取得したりしていないのにも㛵わらず㸪C さんは

⮬㌟のカウンセリングに効ᯝがあると信じている㸬それを可⬟にするのは㸪㢳客からの口

コミⓗフィードバックの存在である㸬⾡の効ᯝや‶㊊度を⾡後にこたえてもらうこと

で㸪「これは効ᯝがある⾡である」との㢳客からの承ㄆを得ている㸬A さん B さんと㐪

い㸪C さんは一人でサロンを⤒営しているため㸪「1 人でいろいろな事を⪃えてỴめて」お

り㸪仕事において常に孤⊂である㸬だからこそ㸪クチコミは㸪⮬分⮬㌟のỴ᩿が㛫㐪って

いなかったと⮬分に⮬信を与えるものとなっている㸬これらのⅬから㸪C さんは専㛛ⓗな

▱ぢに基づいた技ἲとしてのカウンセリングに⩦⇍することで㸪⮬己を価値付けているの

ではなく㸪㢳客のフィードバックから⮬己のカウンセリングの価値を☜ㄆしているのだと

いえよう㸬もともとの「㢳客志向」「ひとの役に❧ちたいという志向」は㸪┳ㆤ師代の
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ままのものを持ち⥆けているが㸪その志向を‶たしているというド拠については㸪「サロ

ンを⤒営すること」によってㄪ㐩している㸪といえるようだった㸬 

「アロマセラピー前に会ヰで」あるいは「タロットカード占いをしながら」人の悩みを

⪺くという C さんのスタイルは㸪⮬営のサロンにおいて㸪⾡と一体となる形で成❧して

いた㸬᪂型コロナὶ⾜下の⌧在㸪タロット占いや㟁ヰ┦ㄯはサロンという対㠃場㠃だけで

なく㸪オンラインでも⾜っているそうだ㸬C さんは㸪⮬営によって得られた⮬⏤を᭱大㝈

ά⏝する形で㸪⮬分のやりたいケアの形を実㊶しているようだった㸬 

また㸪C さんは⮬宅でのサロンをオープンして 2 年後には㸪もう一つの店⯒を㛤ᴗして

いた㸬それは㸪⮬宅サロンから㞳れた場所から㏻ってきている㢳客がいたからであった㸬

⌧在は㸪当ヱ㢳客が⮬宅まで᮶ることができるようになったので㸪この別店⯒での営ᴗを

停Ṇさせているが㸪このような⮫ᶵ応変さが㸪C さんはẼに入っているようで㸪「㢳客ᮏ

位です」と✚ᴟⓗ意味を与えながらこのヰをㄒってくれた㸬 

以上のことから㸪C さんは㸪⤒営⪅として㸪たくさんの᪂たなことに挑戦して㸪ケアの

可⬟性を常にᶍ⣴しているということができよう㸬そしてこのヨ⾜㘒ㄗは㸪㢳客志向であ

ると同に㸪⮬分⮬㌟の⏕άと仕事の両❧にも役❧つ形でなされていた㸬C さんのサロン

は㢳客が⥆々㞟まっているようで㸪C さんにはビジネスを成功させる⤒営ⓗな㈨㉁がある

ようだった㸬けれども㸪その㈨㉁を「お㔠儲け」よりは「⤒営⪅としてのやりがい」およ

び「ケアワーカーとしてのやりがい」の向上と充実にά⏝しているようだった㸬つまりは㸪

┳ㆤ師をやめるỴ᩿後㸪⮬分でサロンを営ᴗすることで㸪心から⾡や⤒営をᴦしんでい

るようだった㸬「今すごく充実しています」というⓎㄒには㸪そのことが典型ⓗに⾲れて

いるようだった㸬 

 

⾲㸰 インタビュー比㍑⾲ 
 

ㄪᰝ X ㄪᰝ Y 
 

A さん㸦アロマ㸧 B さん㸦リフレ㸧 C さん㸦アロマ㸧 

ア ロ

マ に

出 会

っ た

き っ

かけ 

岐㜧┴の᪥㉥の全寮制の┳

ㆤ学ᰯを卒ᴗ㸬そこは㧗卒と

同じになる㸬ずっと大学にい

きたくて㸪子供が大学入学す

るに佛ᩍ大の㏻信に 4 年

㛫㏻った㸬25 ṓで京㒔に᮶

て㸪33 ṓで出⏘を⤒㦂㸬52 ṓ

で㛢⤒しその前後でẕが他

⏺したことからẼ持ちⓗに

ᬯくなった㸬┳ㆤ師の仕事は

何事もパーフェクトにしな

佛ᩍ大学♫会⚟♴学⛉

のスクーリングに 6 年

㏻う㸬┳ㆤ師の仕事は

⑂れるので 50代から᭶

㸯回学会の帰りに友㐩

とリフレクソロジーに

いっていた㸬リフレに

おいてあった学㝔のパ

ンフレットより 55ṓで

リフレを⩦うようにな

った㸬リフレの㈨᱁取

┳ㆤ師の仕事はハー

ドで㸪アロマを⮬分⮬

㌟が 20 代ごろから受

けていた㸬二㊊のわら

じは↓⌮であるし㸪収

入安定している┳ㆤ

師のほうが仕事とし

てはいいとのことで㸪

アロマを仕事にする

Ẽはなかった㸬 
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す必せがあり㸪ㄡもほめてく

れない㸬そのようなにアロ

マに出会い㸪仕事をしながら

学ᰯ㸦京㒔㥐前Ỉ᭙᪥の夜㸧

で学ぶようになり㸪JA のセ

ラピストの㈨᱁を取得した㸬

しかし᭱初からアロマセラ

ピストになろうとは思って

いなかったので 59 ṓまで┳

ㆤ師として働いていた㸬 

得後も 59ṓまで┳ㆤ師

を働いていた㸬 

12 年前㸪スクールでア

ロマの基♏ⓗなこと

を学んだ㸬それからも

仕事は┳ㆤ師を⥆け

ていたが㸪ẕがせᨭ援

㸯なり㸪また息子は㧗

ᰯ 2 年という≧ἣで㸪

仕事よりも介ㆤや子

⫱てに㛫を使いた

いという思いや ,オ 

➨二の人⏕᪂しいこ

とにチャレンジして

みようという思いか

ら┳ㆤ師を㎡⫋した㸬 

ボ ラ

ン テ

ィ ア

と の

㛵係㸬

医 ⒪

ᴗ ⏺

と の

㛵係 

㏥⫋後もN㝔に᭶に 1度㸪

一人 10 分のㄆ▱のボラン

ティアのカフェに⾜ってい

る㸬 

㝔代採⟬にならないこ

とはできなかったのでボラ

ンティアでもいいから⌧役

のにできなかったことを

したい㸬 

リフレの学ᰯでのボラ

ンティアを⾜ってい

る㸬ホスピスのボラン

ティアは㊊を一人 20分

⾡しているが㸪コロ

ナでいけなくなった㸬

⌧在㸪㝔は受け入れ

てくれない㸬 

ボランティア⤒㦂は

なし㸬しかし㸪内⛉の

クリニックに勤務し

ていたにストレス

を抱えている᪉をぢ

て㸪ヰを⫈いてあげた

いという思いが強く

なり㸪ボランティアの

ように㸪⾡前にヰを

⫈く㛫を↓ᩱで 15

㹼60 分とっている㸬 

サ ロ

ン を

オ ー

プ ン

す る

ま で

の ⤒

⦋ 

㏥⫋前は外᮶に勤務してい

た㸬ᩆ急勤務があり㸪Ẽ持ち

は㎞かった㸬N 㝔の┳ㆤ師

の定年の 62 ṓだが㸪㝔か

ら᪩ᮇ㏥⫋のヰをされたこ

ともあり㏥⫋前に㹀さんと

出会って店をᵓえるために  

ア ヰ合っている㛫がᴦ

しかった㸬 
おばさんでも᮶店できるよ

うな所がいい㸪アロマの世⏺

Ჷに勤務後㸪㏥⫋前

に外᮶に㝆りてきた㸬

そのに㸿さんと出あ

い㸪一⥴にサロンも❧

ち上がるという┠ᶆを

もって㛤ᴗするための

ヰし合いをした㸬59 ṓ

の㸿さんと一⥴に㏥

⫋されている㸬55 ṓか

ら上乗せ㏥⫋㔠が下り

ていた㸬ⱝい人はここ

┳ㆤ師を㎡⫋してか

ら㸪今から 6 年前にリ

ラクゼーションサロ

ン㸪エステにて働いて

いた㸬᪦㑣のẕぶの声

もあり⮬宅サロン㸦吉

⏣店㸧を㛤ᴗした㸬 

2 年くらいしてから↝

ὠ店をオープンした

が㸪今はやっていな

い㸬 
 



ㄽㄝ 

  

2022 現象と序 16  - 30 - 

 

は 10 分 1000 円の世⏺で㸪⚾

たちはとてもリーズナブル㸬

㏵中からᩱ㔠を上げること

はできないし㸪何十人も客は

とれない㸬 
 

がいやならḟがあると

いう人がいるが㸪労⤌

に入る人がいないので

嫌だったら㎡めるしか

ない㸬 

年㔠⏕άだから余⿱は

ある㸬けれど㸪お㔠より

もゆっくり㐣ごしてい

ただける㛫をつくり

たい㸬 

ク ラ

イ エ

ン ト

の ≉

徴 

N 㝔代の┳ㆤ師 

⤂介や▱り合いの客が多い㸬 
 

 

心⒪内⛉⣔㸦᭦年ᮇ㸪

不╀㸪パニック㞀害な

ど㸧㸪㏱ᯒ㸪リウマチ㸪

乳がんを含めて名

がない᪉の᪉が少な

いくらい㸬┳ㆤ師㸪介

ㆤ士㸪ṑ⛉医師など㸬 

予 ⣙

シ ス

テム 

⤂介のᴗ⪅㸦EPARK㸧を㢗ん

でもあったが㸪常にケータ

イをみないといけないので

しんどいだけになった㸬1 年

ほどやっていたが㸪㐪⣙㔠を

払ってやめた㸬イ ⚾たちは

ゆっくり仕事がしたい㸬 
 

今は㟁ヰなどで予⣙をとっ

ている㸬 

 

㟁ヰやホームページ

で予⣙可⬟㸬 

᮶てくれたクライエ

ントに対して㸪こちら

からḟ回の予⣙を⫈

くことはない㸬心⒪内

⛉の人は予⣙入れん

でも㟁ヰ入れたらい

いよ㸬と㸬 

⾡する前のカウン

セリングヰがひとり

平均で 30 分あるから㸪

⾡㛫㸩2 㛫ほど

タけている㸬 

ク ラ

イ エ

ン ト

に 

⾡ す

仕事帰りの人は⑂れ切って

いるのですぐ寝ることも㸬寝

ていることはẼ持ちいいこ

となのだとㄆ㆑している㸬 

今᪥᮶て下さる᪉が㸪

⒵される㸬そうなって

ほしい㸬嫌なことがあ

ってもすっきりして帰

ってほしい㸬᮶たこと

⾡中はクライエン

トにヰしかけないよ

うにしていて㸪できる

だけ↓の≧態になっ

てほしい㸬山や川のせ
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る㸪

大 切

に し

て い

る事 

ずっと喋っていても㸪寝てい

てもその人にお任せしてい

る㸬 

ゼ問┳ㆤのクライエントは

㏵中で㟁ヰが㬆ってもアロ

マを受けているときは↓ど

する㸬客の呼吸に合わせて⾜

う㸬 

で㸪少しでもそれが少

なくなってくれたらい

いな㸬➗㢦で帰ってく

れるのでⰋかったなと

思う㸬ヰすもあるし㸪

寝るもある㸬 

せらぎの BGM をὶし

Ẽ持ちをⴠち╔かせ

てもらう㸬⾡が⤊わ

ってCさんが席を❧っ

てもホットタオルを

Ώしてくつろいでも

らう㸬 

思 い

出 の

エ ピ

ソ ー

ド 

そうしたつもりはないのに㸪

ネットで᰿掘りⴥ掘り⪺か

れたと口コミを᭩かれたこ

と㸬 

冬にベッドをあっためてい

たつもりが㸪寒かったと口コ

ミで᭩かれていたこと㸬動い

ているとあったかくなり㸪わ

からないので㸪ちゃんとその

人の声を⫈くことが必せ㸬 

今は入㝔ᮇ㛫▷くなっ

ているが㸪ホスピスの

患⪅は㛗い人は半年ほ

ど入っている人がいた

ので㸪そういう人には

⾡する効ᯝを感じて

くれているみたいで⚾

たちを待ってくれてい

る㸬「うれしいわ」とゝ

ってくれる㸬 

左乳がんのクライエ

ント㸬ᾋ⭘み㸪こわば

りなどがあった㸬中学

ᰯの先⏕で⮬分のⱞ

手なタイプだと思っ

ていた᪉が㸪2 㐌に 1

回㏻ってくれること

で㸪よくなった㸬㏻わ

れて半年後にその᪉

が㐣去にしていたバ

イオリンをできるよ

うになった㸬 

┳ ㆤ

師 ⤒

㦂 の

᭷ 効

性 に

つ い

て 

Ẽのどうしたらいいで

すかと⪺かれたときに応え

られる㸬 

客には┳ㆤ師というのを前

には出さない㸬他のセラピス

トには㸪┳ㆤ師を前に出して

いくことを勧められた事が

ある㸬 

ウ「どうやろう」 

体をゐっていたらẼ

のことはわかる㸬⪺か

れたら応えられる㸬 

「今᪥は何か悪いとこ

あった」とクライエン

トから⪺かれることも

ある 

⫈かれたら⮬分が┳ㆤ

師であると⟅えるけ

ど㸪⮬分から┳ㆤ師で

あるとゝわない㸬 

アロマを⾡するこ

とは心のケア半分体

のケア半分だと思っ

ているので㸪⾡前に

カウンセリングシー

トをΏして体や心の

問デをしていく㸬心⒪

内⛉に㏻う᪉は㝔

だとヰをヲしく⫈い

てもらえないのでア

ドバイスをする㸬 

や り

が い

に つ

いて 

すっきりしたとゝわれ㸪‶㊊

してくれた人をみてほっこ

りする㸬 

「一人でも元Ẽにした

い㸬」ボランティアだっ

たらお㔠もらわないし

手抜きできるが㸪それ

⾡前は⑂れ切って

いるクライエントが㸪

「ᴦになった」とゝっ

てくれたり➗㢦にな
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だと⮬分がだめになっ

てしまう㸬 エ ⾡

の全てボランティアと

いうのは⮬分がダメに

なる㸬お㔠をいただく

からこそしっかりした

い㸬 

って喜んでくれたり

したをみるときに

必せとされているな

と感じる㸬㝔の中だ

と㸪一┳ㆤ師だけど㸪

お店では⮬分に会い

に᮶てくれるのが嬉

しい㸬全㒊⮬分でỴめ

ているからカ ⮬分

でỴめるのがうれし

い㸬充実している㸬 

┳ㆤ師より年収は下

がった㸬でも何に㔜き

を⨨くか㸬⮬分の人⏕

に‶㊊している㸬┳ㆤ

師代できなかった

こと㸪やりたかった心

のケアができている㸬 

 

4㸬⪃察 

4-1㸬〈看ㆤ師〉を㎡めたあとも「看ㆤ師」であること㸪がぢⴠとされている㸟 

我々は㸪ここまで㸪主としてインタビュー◊✲を⏝いて㸪〈┳ㆤ師〉を㎡めた┳ㆤ師㸦㈨

᱁保持⪅㸧が㸪┳ㆤ師ⓗ心性をむしろ⥔持したいがために㸪アロマセラピーサロンの㛤ᴗ

やリフレクソロジーサロンの㛤ᴗをしていることを☜ㄆしてきた㸬しかし㸪♫会ⓗにはこ

のような「┳ㆤ師であり⥆けるために㸪〈┳ㆤ師〉を㎡めている実態があること」は「不可

ど」にされてしまっている㸬なぜなら㸪♫会⤫ィ上は㸪医⒪⫋としての〈┳ㆤ師〉を㎡め

てしまうと㸪「₯在┳ㆤ師」になるだけであるとみなされてしまっているからである㸬その

ことを㸪ᮏ⠇では㸪⤫ィの⤂介をしながら☜ㄆし㸪そこに㸪大きなぢⴠとしがあることを

☜ㄆしていこう㸬 

 

4-2㸬看ㆤ師の社会的立場 

従᮶の♫会⤫ィでは㸪実㝿に就ᴗしている┳ㆤ師が不㊊するぢ㎸みであること㸬その問

㢟をゎỴするためには㸪㏥⫋した┳ㆤ師を再カ⦎して就ᴗ≧態に戻す仕⤌みを充実させる

べきこと㸪が当たり前であるかのように扱われてきていた㸬 

つまり㸪㏆ᮍ᮶の᪥ᮏでは少子㧗㱋化➼によって医⒪・介ㆤタ➼で㸪今以上に〈┳ㆤ

師〉の就ᴗ⪅ᩘを増やすことがồめられていること㸬そのためには㸪たしかに᪂たな᭷㈨
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᱁⪅を増加させるための⟇㸦➨ 1 ⟇㸸┳ㆤ師㣴成所の増加➼㸧も㔜せだが㸪それ以上

に㸪᭷㈨᱁⪅でありながら┳ㆤ⫋に就ᴗしていない「₯在┳ㆤ師」を復⫋させるための

⟇㸦➨ 2 ⟇㸧が㔜せであること㸪が当たり前とされてきた㸬 

下グの図 1 をぢて㡬きたい㸬㧗ᰯ卒ᴗ⪅ᩘをみると㸪少子化により徐々にῶ少している

ものの㸪㧗ᰯ卒ᴗ⪅における┳ㆤ師学ᰯ㣴成所の入学⪅ᩘの割合は増加している㸬2021㸦令

和 3㸧年では㐣去 20 年で㧗ᰯ卒ᴗ⪅ᩘが᭱も少ないが㸪┳ㆤ師学ᰯ㣴成所の入学⪅ᩘは一

␒多く㸪その対ẚⓗ割合は㐣去᭱㧗となっている㸬つまり㸪㧗ᰯ⏕における⫋ᴗ㑅択の中

で㸪いまや┳ㆤ⫋につくことが代⾲ⓗなもののひとつになっており㸪≉に㸪┳ㆤ⫋は女性

が⣙ 9 割を占めていることから㸪女子㧗ᰯ⏕の中で⪃えれば㸪⣙ 1 割に㏆いẚ⋡になって

いると思われ㸪女性の主せな⫋ᴗ㑅択の㑅択⫥になっていることが♧唆される㸬 

そのように㣴成所を増やす働きにより㸪就ᴗ┳ㆤ⫋員ᩘは 2000㸦平成 12㸧年の 110 万人

から 2020㸦令和 2㸧年では 166 万人にのぼり㸪20 年㛫で⣙ 50 万人を㉸える⫋員ᩘ増を㐩

成することができた㸬今もなお㸪┳ㆤ⫋員の㣴成は増え⥆けている㸬実㝿にẖ年⣙ 5.6 万

人の┳ㆤ⫋員が増えている㸬しかし㸪┳ㆤ⫋に㛵してのὀ┠すべき変化は㸪就ᴗ⪅ᩘの変

化だけではない㸬働いている年㱋層にもὀ┠すべき変化が⾲れている㸬このことにὀ┠す

ることは㸪┳ㆤ師の「㞳⫋の意味」や「₯在┳ㆤ師に復⫋を促すことの意味」を再⪃する

きっかけになるだろう㸬 

図 2 をぢると㸪2002㸦平成 14㸧年度では㸪20 ṓ代後半のⱝ⪅の就ᴗ⪅が㸪すべての年㱋

㝵層の中で᭱大の人ᩘとなっている㸬その後㸪年㱋があがるにつれて就ᴗ⪅ᩘはῶってい

図㸯 㧗等学校卒業⪅と看ㆤ師・准看ㆤ師学校㣴成所新卒入学⪅の推移㸦注 4㸧 
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る㸬もちろん㸪┳ㆤ師㣴成ᩘがだんだんと増大している⤖ᯝともいえるが㸪ẚ㍑ⓗ᪩ᮇの

㞳⫋があるがために㸪このような右⫪さがりのグラフになっている㸪ということもいえよ

う㸬つまり㸪当はまだ┳ㆤ⫋はⱝ⪅の⫋ᴗとして捉えることができた㸪とゝえるだろう㸬 

しかし㸪2012㸦平成 24㸧年度や令和 2 年度のデータをみると㸪就ᴗ⪅ᩘのピークが㸪ḟ

➨に後ろの年代に⛣⾜していっていることがわかる㸬2012㸦平成 24㸧年度の場合㸪30 代後

半がピークであり㸪2020㸦令和 2㸧年度の場合㸪40 代前半がピークである㸬これは᫂らか

に㸪ⱝ年の㞳⫋⪅がῶっていることの効ᯝであろう㸬つまり㸪徐々に年㱋を㔜ねても㎡⫋

する┳ㆤ師がῶっていき㸪ᬑ㏻の⫋ᴗに㏆い就ᴗ年㝈を┳ㆤ師も⏕きるようになってきて

いるのである㸬とするならば㸪「㞳⫋⪅」の意味も㐪ったものになってきているというべき

だろう㸬つまり㸪まだまだ働けるⱝい㞳⫋⪅がだんだんῶっていき㸪中㧗年の㞳⫋⪅が増

えてきているはずだ㸪ということがいえるはずなのである㸬とするならば「₯在┳ㆤ師に

復⫋を勧める意味」も変わってきつつあるといえるだろう㸬再就⫋⨨けるマッチング問㢟

は㸪他の⫋✀でも㔜せな問㢟だが㸪┳ㆤ⫋においても㸪そうだ㸪といまやいえるのではな

いだろうか㸬つまり㸪㞳⫋前の⫋に復⫋する以外の復⫋の形㸪年㱋が㧗くなっていること

にマッチした復⫋後の仕事の形を⪃慮した復⫋を᳨ウする必せが増しているといえるよう

に思われるのである㸬 

ᮏㄽᩥの前半のインタビューデータとリンクさせてこの問㢟を⪃えるのなら㸪以下のこ

とまでゝえるのではないだろうか㸬つまり㸪₯在┳ㆤ師を就ᴗ┳ㆤ師にシフトさせるとい

うᨻ府のㄢ㢟に対して㸪㞳⫋していく┳ㆤ⫋⪅はその㏫をṌんでいる㸪と従᮶ならば⡆単
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図㸰 看ㆤ⫋員の年㱋㝵級別就業状況㸦注 5㸧 
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にいうことができたが㸪1992㸦平成 4㸧年の⌧在㸪そのようなことはもはやゝえないので

はないか㸬たとえ㸪医⒪⫋でなくなったとしても㸪「〈┳ㆤ師〉からアロマテラピストにな

る」ような形の㞳⫋であったとしても㸪┳ㆤマインドをもって㸪┳ㆤマインドをむしろよ

りよく充㊊させるための㞳⫋に㛵しては㸪むしろ㸪それをᨭ援するような形の⟇を⪃え

ていく余地もあるのではないか㸬そのことが㸪㧗ᰯ⏕にとっては㸪「人⏕を┳ㆤ師として⏕

きる」という展ᮃをより㨩力ⓗなものにしていく㐨になるのではないか㸬そういうことも

⪃えられるのである㸬 

つまり㸪〈┳ㆤ師〉を㞳⫋して㸪アロマセラピスト➼になっていく人たちに対して㸪┳ㆤ

ᴗ⏺から㞳⬺した㞳⫋⪅であると㸪マイナスの᪉向で意味づけることが㐺切かどうかが問

われているように思われるのである㸬 

以下の図 3 において右➃の「再就⫋」の下に「セラピスト➼」とグしたのは㸪上のよう

な問を図に⾲す必せがあるだろう㸪という⌮ゎからである㸬㸦図 3 は「┳ㆤ⫋員の⌧≧と

推⛣」㸦厚⏕労働┬ 2016㸧を参⪃にし㸪⥙掛け㒊分のセラピストのᯟを㏣加して作成した

ものである㸬㸧 

 
図 3 看ㆤ⪅の就業状況 

 

4-3㸬疑問点の整理 

ライフコースⓗインタビュー◊✲の⤖ᯝとして㸪◊✲⪅が手に入れることができるもの

のひとつに㸪「人⏕に㛵するㄝ᫂のヲ⣽」というものがある㸬人の人⏕は㸪しばしば典型
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ⓗなものとしてくくられる以上のものであり㸪むしろ㸪そのようなゆらぎⓗヲ⣽さのなか

にこそ㸪♫会の実┦ⓗ⾲れがあるのである㸬すなわち㸪典型ⓗではないが㸪それなりに合

⌮ⓗなものとしてㄒられる人⏕のㅖ㒊分のヲ⣽の中にこそ㸪代や♫会の影㡪が㸪個別ⓗ

でありながらも㸪㞟合ⓗで全体ⓗでもあるものとして㸪刻印されている可⬟性があるので

ある㸬以下には㸪ᮏ◊✲で⾜った 3 名のインタビューの中で㸪一ぢ典型ⓗでないようにぢ

えた≉徴㸪とりようによっては㸪▩┪Ⅼや問Ⅼにもぢえた㒊分が取り上げられている㸬

けれども㸪このような㠀典型ⓗ事㇟に㛵するㄝ᫂の中にこそ㸪┳ㆤ師という⫋ᴗが持って

いる可⬟性や㔜せな㉁が⾲れ得るのではないだろうか㸦ὀ 13㸧㸬 

 

4-3-1. 㸿さん――アロマセラピストになるつもりがないのにもかかわらず㸪定年㏥⫋後

に㸪なぜ未経㦂のサロン㛤業に㋃み出したのか 

A さんは㸪アロマスクールでアロマセラピストになるための▱㆑⩦得をし㸪50 代前半に

卒ᴗしている㸬しかし㸪すぐにはアロマセラピストにならず㸪その後も定年㏆くまで㝔

で┳ㆤ師を⥆けていた㸬┳ㆤ師を⥆けたことそのものには㸪ㅦはほとんどない㸬┳ㆤ師の

仕事の᪉が㸪アロマセラピストになるよりも収入㠃で安定しており㸪⏕άの安定をồめる

なら㸪┳ㆤ師を⥆けることに合⌮性があるのは当↛である㸬ただ㸪これらの事実からは㸪

A さんにとってのアロマ⣔の㈨᱁の取得というものが㸪仕事のための㈨᱁の取得ではなく㸪

⮬分⮬㌟を⒵すための技⬟取得の側㠃をもったものであるか㸪あるいは㸪ボランティアの

ための技⬟⩦得であった㸪ということであろう㸬 

ところで㸪A さんは┳ㆤ学ᰯを卒ᴗしたから大学㐍学を希ᮃしており㸪京㒔へ⛣住し

てからそれを叶えているが㸪この「大学㐍学」が㸪┳ㆤとは┤接のかかわりを持たない㏻

信ㄢ⛬の学㒊への㐍学であったことには㸪ὀ┠しておきたい㸬つまり㸪アロマセラピーの

スクールにしろ㸪この大学㐍学にしろ㸪どちらも┳ㆤの仕事と┤⤖しない学ᴗを㸪┳ㆤ師

の勤務を⾜いながら⾜って㸪卒ᴗにまで⮳っているのである㸬A さんᮏ人はどちらについ

ても「学べることが幸せ」と┳ㆤに⤖び付けずにㄒっているが㸪このように㸪⯆味にした

がって学びを῝めていく㌟振りそのものが㸪かなり「┳ㆤ師ⓗ㌟振り」といえるのではな

いだろうか㸬そういうẼがするのである㸬 

この推ㄽは㸪以下のような⌮㊰に依ってなされている㸬つまり㸪A さんは㝔における

┳ㆤ師勤務において㸪かなりのストレスをこうむっていた㸦ᴗ務が及ぼす心㌟の㈇担は㔜

く㸪しかも㸪⮬分のやりたいケアワークができないという不‶も㨚✚させていた㸧㸬そん

な中で㸪下⥺㒊アのように㸪B さんと出会い㸪㏥⫋とサロンの共同⤒営の提を持ち掛け

られ㸪乗って⾜っている㸬大つᶍ⤌⧊で働く┳ㆤ師として㸪一᪉では㸪ストレスの大きさ

と㸪問㢟のゎỴし㞴さに┤㠃しつつ㸪もう一᪉では㸪ある⛬度㸪ィ⏬ⓗに余ᬤを学⩦ά動

に振り向けることができる労働⎔境があり㸪また㸪サロンを㛤ᴗしても㸪なんとか営ᴗを

していくだけの♫会ⓗスキルも㸦⫋ᴗ⏕άの中において㸧⋓得している㸬この全体が「┳

ㆤ師ⓗ㌟振り」として㸪「㛗ᮇⓗ展ᮃにたった学⩦ά動を実⾜する」ということを可⬟に
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しているのではないだろうか㸬たいして儲からない㸪ということも分かったうえで㸪サロ

ン㛤タ後ほぼ 10 年がたっていて㸪それなりに‶㊊感を持って働けているといえることも㸪

傍ドになるだろう㸬つまりは㸪「ライフロング」の「バーター」になっているのではない

だろうか㸬人⏕の前半は㸪┳ㆤ師というそれなりの収入を得ることはできるものの㸪⮬主

性をⓎ揮しがたい仕事に就き㸪人⏕の後半は㸪収入㠃ではㄢ㢟があるものの㸪やりたいよ

うに「⒵しのサロン」を㐠営できる㸪というのは㸪⫋ᴗ⏕άを㏻しでみると㸪バランスの

取れた人⏕なのではないだろうか㸬そのようにぢえるのである㸬 

このことは㸪➨ 4 ⠇「⪃察」での♫会⤫ィⓗ㆟ㄽとの㛵係でいえば㸪より完全な「┳ㆤ

師としての⫋ᴗ⏕ά」というものを実⌧するためには㸪医⒪⫋としての〈┳ㆤ師〉で勤め

上げるよりも㸪「┳ㆤ師からアロマセラピストへ」というような㸪⫋✀変㑄モデルを⏕き

た᪉がよりよい可⬟性がある㸪という㢼にも㸪変奏して㏙べることができる事実だろう㸬

つまり㸪対他⪅㈉⊩を強く志向した「┳ㆤ師」は㸪むしろ㸪┳ㆤ師であり⥆けるために㸪

より完全な┳ㆤ師になるためにアロマセラピストになる㸪というような展㛤も⪃えられる

のである㸬我々のインタビュー⤖ᯝが意味しているのはそういうことだったのである㸬 

なお㸪A さんがアロマセラピーに出会ったきっかけは㸪A さん⮬㌟の㛢⤒や A さんのお

ẕさんの他⏺によって㸪A さんのẼ分がỿんでしまったことだった㸬女性の中年ᮇは㸪一

⯡ⓗに㌟体ⓗ心⌮ⓗな危ᶵがゼれ᫆いᮇである㸬仕事では㸪人を指導したり⟶⌮したり

する役割がồめられ㸪⮬分ひとりの従᮶ⓗな㡹張りだけでは対処できなくなる㸬その一᪉

で㸪家庭では子供が巣❧ち㸪⮬分の❧ち位⨨を再⋓得する必せが⏕じる㸬どちらにしても㸪

対応⟇には」ᩘの᪉向が存在し㸪その」ᩘの㐨から一つを㑅ぶためには㸪ライフロングの

展ᮃが必せとされる㸬つまり㸪⮬分の᮶し᪉いくすえをぢ┤して㸪人⏕を中㛫ẁ㝵ⓗに㑅

択し┤す必せに㏕られるのが㸪女性の中年ᮇの危ᶵというものなのである㸬A さんは㸪そ

の危ᶵのᮇにアロマセラピーを学ぶことを㑅び㸪実㝿に㸪その㊰⥺で㸪後半の人⏕を᪉

向づけた㸬 

では㸪この᪉向づけには㸪どのような合⌮性があったのだろうか㸬A さんのこの᪉向づ

けにおいて㸪A さんの前半⏕における「┳ㆤ師であったこと」はどのような意味をもった

のであろうか㸬たしかに㸪┳ㆤ師であったことが㸪否定されたようにぢえる㒊分もある㸬

患⪅によりよい⒵しを提供したい㸪という A さんのḧᮃは㸪前半⏕ではかなえられていな

かった㸬そのため㸪A さんは㸪59 ṓでアロマセラピストになった㸬けれども㸪この人⏕㑅

択は㸪᰿※ⓗḧᮃのỈ‽では㸪むしろ㸪A さんが㐃⥆して┳ㆤ師でありつづけようとした㸪

ということをも㸪意味しているのではないだろうか㸬つまり㸪クライエント㸦㢳客㸧に⒵

しを与え⥆けるという᰿※ⓗḧᮃをよりよく‶たす᪉向で㸪㌶㐨修ṇをした㸪というホ価

も可⬟なように思われるのである㸬以下では㸪同じようなゎ㔘㸪つまり㸪医⒪⫋としての

〈┳ㆤ師〉を㎡めることが⩻って┳ㆤ師をより῝いỈ‽で⥅⥆することになる㸪という㑅

択パターンが㸪中年女性の危ᶵの代に採られている可⬟性がある㸪というゎ㔘が㸪B さ

んや C さんにおいても成り❧つかどうか㸪このⅬを⪃えていくことにしたい㸬 
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4-3-2㸬㹀さん――なぜリフレクソロジーに看ㆤ師の経㦂を活かさないのか㸽 
サロンを㛤ᴗする㝿には㸪┳ㆤ師であるという㈨㉁を⾡にά⏝していくことで㸪サー

ビスを充実させることがᵓ想されてよいはずだ㸬またそのような⤖び付けがサロンの収┈

にもつながっていくことがあるはずだ㸬たとえば㸪C さんのサロンに᮶店する㢳客は㸪心

⒪内⛉ⓗ名を付けられるのが㐺切であるような㢳客が多いという㸬つまり㸪㢳客がその

ような⮬らの≧の≉徴を⮬ぬしている場合には㸪あまたある「アロマセラピーサロン」

の中から㸪C さんのサロンを㸪C さんが Web 上に「元┳ㆤ師」として掲出しているがゆえ

に㸪㑅んでいるということだろう㸬 

しかし㸪B さんは㸪⮬らのやっているリフレクソロジーにおいて㸪⮬分は┳ㆤ師⤒㦂を

άかしてはいないという㸬そのⓎゝはどのような⫼ᬒがあったのだろうか㸬 

B さんは㸪サロンを共同⤒営している A さんと同ᵝにすでに㧗㱋⪅になっており㸪年㔠

の⤥付を受けている㸬したがって㸪⏕ά㈝の全㢠をサロンで✌ぐ必せには㏕られていない㸬

一つには㸪そのことがあるのだろう㸬┳ㆤ師であることをッえて㢳客を増やすというよう

な動ᶵはないようなのである㸬また㸪B さんは㸪ゆっくりと仕事をすることを希ᮃしてい

る㸬┠の前の㢳客を⒵したり㸪元Ẽにしたりできるように㸪ゆっくりと㛫をかけること

で㉁の㧗い⾡を実⌧する㸪というほⅬからも㸪とくに┳ㆤ師であることと⾡をリンク

させる必せは感じられなかったのだろう㸬 

また㸪B さんは㸪思い出にṧっているエピソードとして㸪ホスピスのボランティアのこ

とをヰしてくれた㸬「⌧在は入㝔ᮇ㛫が▷くなっているが㸪᫇のホスピスの患⪅は㛗い人

で半年ほど入っている人がいた㸬そういう人は⾡の効ᯝを感じてくれているみたいで㸪

⚾たちのボランティアでの᮶ゼを待ってくれている㸬⾡すると『うれしいわ』とゝって

くれる㸬」とリフレクソロジストとしてのやりがいがあったことをㄒってくれていた㸬 

その一᪉で㸪上でもゐれたように㸪下⥺㒊エ「⾡の全てがボランティアというのは⮬

分がダメになる㸬」と㏙べ㸪しっかりと対価を㢳客からもらうことによって㸪⮬分を㧗め

ていることもわかっている㸬 

これらのㅖⓎゝからぢて取れる態度㸪すなわち㸪┳ㆤ師であることと㸪リフレクソロジ

ストであることを安᫆に⤖び付けない態度㸪ボランティアをするときは㐍んで↓償で提供

し㸪⿕⾡⪅からの感ㅰのゝⴥをりにする態度㸪けれども㸪᭷ᩱのものは᭷ᩱで⾜おう

とする態度㸪これらのㅖ態度が一つの像を⤖んでいると⪃えるのなら㸪以下のようにいえ

るように思われる㸬つまり㸪一ぢ▩┪してそうなこれらのㅖⓎゝとㅖ態度は㸪全㒊まとめ

て㸪B さんの┳ㆤ師人⏕の⥅⥆性と一㈏性を⾲しているといえそうなのである㸬 

B さんはインタビューの中で⚾⏕άをㄒることはなかった㸬これは㸪仕事を⚾⏕άとリ

ンクさせることなく⾜ってきたし㸪これからも⾜っていきたい㸪という㢪ᮃの⾲᫂だとい

うことができるだろう㸬つまりは㸪切り㞳せるものは切り㞳したうえで㸪それぞれの⊂❧

性のもとで十分なά動をしていきたい㸪ということなのではないだろうか㸬 
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┳ㆤだろうが㸪リフレクソロジーだろうが㸪仕事なら仕事㸪ボランティアならボランテ

ィアとして㸪それぞれのᯟの中で十全なことを⾜うということ㸪これが㸪B さんのポリシ

ーなのだろう㸬もちろん㸪このポリシーは┳ㆤ師を㎡めた後に急にㄌ⏕したものではない

だろう㸬B さんにおいては㸪そのような態度が㸪変わらぬ仕事に取り⤌む姿勢だったのだ

ろうし㸪┳ㆤ師㨦だったのだろう㸬 

ここで☜ㄆしておかなければならないことがある㸬共同⤒営といっても㸪サロンの㛤ᴗ

においては B さんが A さんをㄏったということだ㸬サロンをᵓえるということは㸪᭱低

㝈㸪サロンの家㈤分プラスαは㸪コンスタントに㢳客サービスから✌ぐということである㸬

B さんが㛤ᴗのㄏい手であるということは㸪そこのィ⟬は B さんが⾜った㸪ということで

あろう㸬Ỵして㉥字にはしない㸪というぬ悟と㸪上グの B さんの態度が⤖び付いていると

するのなら㸪それらをまとめて㸪B さんの「プロフェッショナリズム」ということもチし

てもらえるだろう㸬そして㸪この B さんの「プロフェッショナリズム」の原型は㸪B さん

の┳ㆤ師代に⠏きあげられたものであるように思われるのである㸬 

B さんは┳ㆤ師勤務代の≧ἣを㸪「労⤌に入る人がいないので㸦⫋場の⎔境が㸧嫌だ

ったら㎡めるしかない」と⾲⌧していた㸬このⓎゝの中に㸪B さんが㝔への不‶の強ま

りを基┙にして㸪⮬分㐩⮬㌟でサロンを㛤ᴗするという⪃えに㐍んでいったことがぢて取

れる㸬そして㸪上㏙のように仕事に㛵して㸪妥協をチさない姿勢をもつ B さんだからこそ㸪

後半の人⏕における〈┳ㆤ師〉の代わりの⫋ᴗとして㸪リフレクソロジーを㸪⮬❧したも

の㸪⊂❧したものとして㸪ᵓ想したのだろうと思われる㸬 

 

4-3-3㸬㹁さん――なぜ収入が減っているのにも㛵わらず㸪アロマセラピストを続けている

のか 

C さんだけでなく㸪A さん㸪B さんにも同じ問が存在する㸬なぜ㸪㸱名ともが┳ㆤ師

代よりも収入がῶりながらも㸪幸せそうなのか㸬中年ᮇ以㝆の㌿⫋で㸪収入がῶるとい

う㑅択⫥をなぜ㑅んでいるのか㸪この 2 つの問である㸬 

A さんや B さんの場合は㸪59 ṓまで㝔で働いた後の㸪⪁後の仕事だから㸪というゎが

ありうるかもしれない㸬しかし㸪C さんはどうなのか㸬子供が㧗ᰯ⏕で㸪まだまだ収入が

必せなᮇに㸪どうして㸪アロマセラピストになったのか㸬この問をここでは᳨ウして

いきたい㸬 

とはいえ㸪C さんのゎも容᫆だ㸪と一ぢいえそうである㸬C さんは㛤ᴗしたことによっ

て㸪⮬らの⤒営⪅ⓗ才⬟をⰼ㛤かせることができた㸬この㛤ⰼは㸪C さん⮬㌟にとって㸪

᪂しい⮬己のⓎぢでもあり㸪⮬己への῝い‶㊊につながっているようだった㸬このゎは㸪

C さんとインタビューをしたᮏㄽᩥのⴭ⪅㸰名が㸪インタビューの┤後に強く感じた感想

と⤖びついている㸬「C さんはᬑ㏻のアロマセラピストではない」という感想だ㸬C さん

は㸪「タロット占い」を戦␎ⓗに⾜っている㸬カウンセリングの中でヰをするより㸪タロ

ット占いの中でヰをする᪉が㢳客は容᫆に⮬分のことをㄒれるはずだから㸪タロット占い
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をやっているというのである㸬2 件┠の店⯒は㸪喫Ⲕ店の㸰㝵がたまたま✵いていて安く

借りることができたから借りたまでだ㸪とそのỴ᩿の⣲᪩さを当たり前のことのようにゝ

うのである㸬これは並みの人≀ではない㸪というが我々㸰名の感想であった㸬 

対ẚⓗに㏙べるのなら㸪同じサロンのオーナーになる㸪という㑅択をする場合であって

も㸪A さんと B さんの場合は㸪2 人の働きやすさをồめてオーナーになっているとぢえた

のに対し㸪C さんの場合は㸪サロンの♫㛗として㸪⤒営⪅として㸪᪂しいことに挑戦する

喜びを体㦂するためにオーナーになっているようだった㸬そして㸪♫㛗になって初めて体

感したエンタープライズのᴦしさに惹きつけられているようだった㸬おなじ「サロンのオ

ーナーになる」という⤒㦂であっても㸪これだけの㐪いがあるのである㸬この㐪いを᭩き

␃めておくことは大事なことであるように思われた㸬 

C さんの場合は㸪┳ㆤ師として㞠われる❧場からでは㸪味わうことができなかった⮬⏤

⮬在な⤒営を心からᴦしんでいた㸬そのことが下⥺㒊カ「⮬分でỴめるのがうれしい㸬充

実している」からわかる㸬この「喜びのゝⴥ」の⫼ᬒにも㸪┳ㆤ師体㦂があるといえるだ

ろう㸬しかし㸪それは㸪C さんにとっては㸪抑圧されていた㉳ᴗ家⢭⚄の⤒㦂ᮇ㛫という

意味になるだろう㸬つまり㸪おなじ「┳ㆤ師体㦂」であっても㸪当事⪅の㈨㉁によって㸪

㐪った意味を持つという㔜せな事例として㸪♫会学⏝ㄒでいえば「⤒㊰依存性」に係る事

例として扱うことができるものになるだろう㸬たとえば㸪ⱝいころにどうようの「┳ㆤ師

体㦂」をしていたとしても㸪そのまま㝔┳ㆤ師を⥆ける場合には「⤒㊰ㄪᩚ」という⏝

ㄒが当てはまるような微ㄪᩚ㐣⛬が伴う場合もあれば㸪ᮏㄽᩥの A さんや B さんのよう

に「⤒㊰㌿換」が当てはまる㐣⛬が後⥆することもあるだろう㸬ᮏㄽᩥの C さんの場合は㸪

「⤒㊰㌿換」というよりは「⤒㊰㞳⬺」の᪉が㐺切な⏝ㄒかもしれない㸬それぐらい㸪C さ

んは⏕き⏕きと♫㛗ᴗをしていた㸦ὀ㸯㸲㸧㸬このことは≉➹しておきたい㸬C さんにと

っての⤒営の喜びは㸪儲かるから㸪というよりは㸪⮬分の創意工夫が成功するから㸪とい

うことのようであった㸬そのような⮬己実⌧の喜び᪉が可⬟であること㸪このような᪉向

での῝いコミットの仕᪉ということもまたありうるものであることは㸪㦫きであった㸬サ

ロンの㛤タということにはこんなことも伴うものなんだ㸪ということがわかって我々には

大変に⯆味῝かった㸬 

ところで㸪ライフコースㄽⓗほⅬにおいて㸪「A さん㸤B さん」と「C さん」の対ẚを

してみると㸪どのようなことがゝえる可⬟性があるだろうか㸬 

まず㸪年㱋と世代の㐪いにὀ┠してみよう㸬C さんは 50 ṓ代であるが㸪A さんと B さ

んは 60 ṓ代である㸬この世代差㸪年㱋差は思いのほか㸪大きな意味を持っていたのではな

いだろうか㸬➨ 4 ⠇「⪃察」の図㸰に♧したように㸪┳ㆤ師は㸪急㏿に「㎡めなくなって

きている」㸬つまり㸪A さんや B さんの世代では㸪同世代女性は 60 ṓ㏆くまで働き⥆け

るケースが少ないのにもかかわらず㸪┳ㆤ師として勤務している場合には㸪同世代よりは

ẚ⋡ⓗに多くが㸪㛗く勤め⥆けている㸪という≧ἣであろう㸬そういう周囲の≧ἣの中で㸪
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A さんや B さんは㸪定年㛫㝿まで勤め⥆けたのだから㸪その㛗ᮇ勤⥆そのものの中に㸪価

値があるという感ぬになったのではないだろうか㸬 

これに対し㸪C さんの世代では㸪┳ㆤ師という⫋✀に㝈らず㸪女性の㛗ᮇ㛫就労はごく

ごくᬑ㏻のものになりつつあり㸪もう定年㛫㝿まで勤め⥆けることそのものには㸪あまり

価値がない代になってきているのではないだろうか㸬そう⪃えると㸪A さんと B さんの

場合は㸪労働を⥆けることそのものの中に㸪人⏕の≉別さをぢ出していた可⬟性があると

いえる一᪉で㸪C さんの場合は㸪同世代である 50 ṓ代女性については㸪もはや働くことが

一⯡ⓗになってきているので㸪⮬分の≉別さを⾲出するためには㸪᪩めに事ᴗ家としての

人⏕に人⏕⯟㊰を切り᭰える必せがあった㸪ともいえるのではないだろうか㸬つまり㸪そ

のような C さんの世代≉性・年㱋≉性が㸪C さんの後半人⏕におけるサロン㛤タという事

ᴗ家としての人⏕のきっかけになったのではないだろうか㸬 

このようにサロンを⤒営してアロマセラピストとしてά㌍する C さんにおいても㸪20 年

㛫の┳ㆤ師人⏕を㎡めて㸪⮬分がᮏ当にやりたい㐨に㐍む展㛤の⫼後には㸪代性や周囲

との㛵係性があったということができるẼがする㸬つまり㸪┳ㆤ師を⥆ける人⏕だけでな

く㸪┳ㆤ師を㎡⫋する人⏕にも㸪それまでの人⏕㸪すなわち㸪┳ㆤ師⤒㦂が影㡪している

ということができるようであった㸬 

 

4-4㸬看ㆤ師や生活⪅である事と今の仕事の㛵㐃性 
さいごに㸪3 名それぞれに┳ㆤ師であることや⏕ά⪅であることと今の⫋ᴗの㛵㐃性を

㏙べ㸪3 名をẚ㍑していきたい㸬 

 

4-4-1㸬㸿さんと㹀さんの比㍑ 
A さんと B さんの 2 人は㸪一つのサロンをともに⤒営する 2 人であり㸪同世代で同じ

㝔に勤務していた同僚どうしである㸬同じ大学に㐍学していた㐣去や㸪⤫合医⒪に対する

⯆味など 2 人に共㏻するせ⣲も多い㸬しかし㸪┦㐪Ⅼとして㸪⚾⏕άと仕事のあり᪉㸪仕

事に対する⪃え᪉が␗なっているといえる㸬 

A さんは⤖婚後㸪京㒔での⏕άを㇏かにする一つの㈨※として┳ㆤ師をά⏝していた㸬

᪂たな⎔境で⏕άの基┙を作り上げていくために㝔┳ㆤ師としての⫋に就き㸪出⏘や子

⫱て㸪勤務しながら大学やアロマの学ᰯへの㏻学を⤒㦂している㸬そのため㸪A さんは家

庭⏕άにおいて㸪┳ㆤ師という仕事を利⏝している㸬A さんの場合㸪┳ㆤ師であることと

⏕ά⪅であることのどちらか一᪉が㸪大きく優先されることはない㸬両⪅のバランスを保

ちながら㸪家庭⏕άの安寧の中で┳ㆤ師をしていたのであり㸪⌧在のサロンでの仕事にお

いてもアロマセラピストであることを心からᴦしんでいる㸬 

一᪉で㸪B さんは仕事に対してりを持っている㸬⌧在は年㔠⏕άのため㔠㖹ⓗに余⿱

がある≧態であるが㸪「お㔠よりもゆっくり㐣ごしていただける㛫をつくりたい」との

Ⓨゝから⤒῭ⓗ利┈よりも㢳客に‶㊊を得てもらいたいという思いで㸪妥協せずに仕事に
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取り⤌んでいることがわかる㸬B さんは⮬㌟で㸪┳ㆤ師と今の仕事との㛵㐃性について「ど

うやろう[よくわからん‐[内はⴭ⪅ὀグ]]」と両⪅の⤖びつきを否定している㸬仕事に対す

るプロショナリズムは┳ㆤ師としての勤務⤒㦂から⠏き上げられたものであることが♧唆

される㸬つまり㸪⏕ά⪅よりも仕事により大きなẚ㔜を⨨き㸪そのことに対してりを持

っている㸬 

 

4-4-2㸬㹀さんと㹁さんの比㍑ 
B さんと C さんをẚべると㸪␗なるプロフェッショナリズムを持っている事が印㇟ⓗで

ある㸬B さんは仕事において妥協や⏑えをチさず㸪⏕άと分けて仕事を捉えている㸬仕事

に対する信念㸪プロフェッショナリズムを持っている㸬それに対し㸪C さんは⤒営を㉳ᴗ

家/企ᴗ家として⾜っており㸪企ᴗ家としてのプロフェッショナリズムを持っている㸬C さ

んは㸪⤒営をᴦしみながら⾜っているため㸪利┈を㏣ồしていないが㸪⮬㌟のやりたいこ

とをして‶㊊感を得ている㸬両⪅ともサロンを⤒営しているアロマセラピスト㸪リフレク

ソロジストとして㸪⫪᭩きだけぢると一ぢ┳ㆤ師であったことに拘᮰されていないように

ぢえる㸬けれども㸪B さんは┳ㆤ師の⤒㦂を今に⏕かしていない❧場を取るのに対して㸪

C さんは⾡の中で┳ㆤ師の⤒㦂をά⏝している⮬ぬがある㸬このⅬだけをぢると㸪両⪅

は反対の᪉向を向き合っているようであるようだが㸪実㝿はᮏ人たちが意㆑しない中で㸪

両⪅ともが㸪┳ㆤ師代と丁寧に向き合った⏕き᪉をしている㸬 

 

4-4-3㸬㸿さんと㹁さんの比㍑ 
A さんと C さんには仕事と家庭⏕άにかける思いの大きさというⅬで㸪共㏻するものが

ある㸬両⪅とも㸪仕事と家庭⏕άのどちらにも偏らないバランスのとれた⏕άを㏦ってい

る㸬A さんはⱝい㡭から今に⮳るまで㸪どちらかというと家庭⏕άを中心として㸪その中

で┳ㆤ師や今の仕事をㄪᩚしていた㸬C さんは家庭⏕άをㄪᩚするために㸪アロマセラピ

ストへ㌿㌟し家庭⏕άにフィットするように仕事を⾜っている㸬今の仕事については㸪両

⪅はアロマセラピストの㈨᱁を所持しているため㸪それをά⏝してアロマセラピーサロン

を㐠営している㸬A さんは㸪年㔠⏕άということも加味して㸪アロマセラピストの仕事を

⏕άが◚壊されないようセーブしながら⾜っている㸬これに対し C さんは㸪アロマセラピ

ストの仕事に創意工夫を加えることも含めて㸪⤒営全体をᴦしんでいる㸬 

 

⾲㸱 看ㆤ師あるいは生活⪅であることと今の仕事の㛵㐃性 
 

ㄪᰝ X ㄪᰝ Y 
 

A さん㸦アロマ㸧 B さん㸦リフレ㸧 C さん㸦アロマ㸧 

┳ㆤ師

であっ

たこと

⏣⯋から出てくるため㸪

大学㐍学のため㸪また⤖

婚⏕άのための㈨※と

仕事に対するりやプ

ロフェッショナリズム

を持っている㸬サロン

㉳ᴗ家としてのプロフェ

ッショナリズムを持って

いる㸬ⷧ利多売でᦆ失が
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と今の

⫋ᴗと

の㛵㐃

性 

して㸪┳ㆤ師をά⏝して

いる㸬家庭⏕άの中に仕

事が位⨨づけられてい

る㸬 

の居心地をよくするこ

とがⰋい⒵す人になる

ことだと⪃えている㸬 

あってもᵓわないという

⪃え᪉で㸪一ぢ┳ㆤ師で

あったことに拘᮰されて

ない㸬 

⏕ά⪅

である

ことと

今の仕

事との

㛵㐃性 

⏕άと仕事㸪一᪉に人⏕

をささげているわけで

はない㸬┳ㆤ師をά⏝し

て㸪ワークライフバラン

スをㄪᩚしている㸬 

ㄒらない㸬 
 

仕事を⏕άにフィットす

るように作っている㸬そ

のような㉳ᴗ家として存

在できる⮬分にりを持

っている㸬 

 

5㸬終わりに 

A さん㸪B さん㸪C さんは㌿⫋する前㸪それぞれに㐪った思いを持っており㸪㌿⫋後の

ά動内容もまた␗なっている㸬A さんは B さんからの共同⤒営提によって㸪⮬己実⌧が

可⬟となり㸪仕事に希ᮃをもって㊃味のようにアロマセラピストをᴦしんでいる㸬B さん

は彼女のリーダーシップの㈨㉁をもって A さんを㛤ᴗへとㄏい㸪今もなお㸪㢳客に‶㊊し

てもらうように㸪⤒営⪅ⓗに振⯙っている㸬また㸪C さんは家᪘介ㆤのこともあり仕事の

⥅⥆が困㞴であったのにも㛵わらず㸪それをきっかけに㛤ᴗをし㸪収入はῶらしたものの㸪

⮬らの就ᴗ⥅⥆の危ᶵをポジティブなものに㌿換することに成功している㸬むしろ㸪今と

なっては⤒営⪅として喜びを⋓得しており㸪┳ㆤ師代では得られなかった⤒営のᴦしさ

と㢳客からのフィードバックによって十分な‶㊊を得ている㸬 

3 人の㛤ᴗは㸪いずれも仕事への不‶やストレスや家庭の事情などが契ᶵであり㸪かな

らずしも㸪将᮶だけを展ᮃしたものではなかったが㸪⌧在では㸪それぞれの価値ほに↷ら

して‶㊊できる⫋ᴗ⏕άを⾜っている㸬 

3 人ともが㸪┳ㆤ師を㎡して㸪⌧在の⫋ᴗ⏕άに⮳っているものの㸪⌧≧には多ᵝ性が

あり㸪その多ᵝ性は㸪┳ㆤ師代の⤒㦂をどのように㋃まえるか㸪どのように⥅⥆させる

か㸪にかんするㅖ㑅択⫥の㑅択の中で⏕み出された多ᵝ性であった㸬ライフコースにおい

ては㸪このように㸪㐣去の人⏕と後の人⏕が㛵㐃性があることと㸪多ᵝ性が⏕み出される

ことの両᪉が同に㉳きるのである㸬それは㸪のちの人⏕に㐣去の人⏕が影㡪を与えてい

るという分ᯒを可⬟にするとともに㸪㐣去の人⏕がのちの人⏕の可⬟性を㛤いているとい

う分ᯒをも可⬟にするものであった㸦坂⏣㸦2017㸧➼を参↷せよ㸧㸬⾲ 2「インタビューẚ

㍑⾲」をぢればわかるように㸪┳ㆤ師であったこと㸪および㸪⏕ά⪅であったことと㸪今

の仕事との㛵㐃性をぢてみると㸪3 人がそれぞれに┳ㆤ師であったり㸪⏕ά⪅であったり

したことを㸪⏕かしたり㸪⏕かさなかったりするᵝ子がよくわかる㸬その⤖ᯝとして㸪3 人
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には共㏻Ⅼはあるものの㸪十分に多ᵝで␗㉁な 3 ✀の人⏕ほを⏕きていることがㄝ᫂可⬟

なものとして提♧できた㸬このことはḟのことを意味しているといえるだろう㸬 

すなわち㸪⌧在は㸪医⒪⫋としての〈┳ㆤ師〉を㎡していても㸪3 人とも㸪┳ㆤ師として

の人⏕を⏕き⥆けているともいえること㸬そのド拠に 3 人が各々のサロンでの仕事の仕᪉

を㐪ったものとして実⾜していることそのものの中に㸪それぞれの┳ㆤ師⤒㦂が埋め㎸ま

れてあるといえること㸬 

なぜ㸪このような┠にぢえる≉徴が㸪┳ㆤ師という⫋ᴗに⏕じているのかはわからない㸬

しかし㸪20 年以上も┳ㆤ師をやって㸪かつ㸪┳ㆤ師として⏕きるということが㸪つねに⮬

分はどのような┳ㆤ師であるべきなのか㸪ということを問い⥆けることであるのならば㸪

そういう人⏕を㐣ごした仲㛫同士に似た≉徴が⏕じたとしても㸪たいして不思㆟なことで

はないだろう㸬つまりは㸪┳ㆤ師としての⏕き᪉の┿剣さが㸪┳ㆤ師としての人⏕を┳ㆤ

師を㎡めたあとの「元┳ㆤ師」にもせồする㸪ということだろう㸬そのように⪃えるのな

ら㸪➨ 3 ⠇から➨ 4 ⠇にかけての㆟ㄽに戻るが㸪「┳ㆤ師」としての人⏕⤒㊰のᯟ⤌みを

ᨻ府も個人ももっと広げて⪃えるべきなのではないだろうか㸬いわゆる医⒪⫋としての〈┳

ㆤ師〉だけにὀ┠するのではなく㸪広く᪥ᮏにおける人㛫の⏕き᪉の㢮型の一つとして㸪

「┳ㆤ師」というものを⪃えていってもよいのではないだろうか㸬かつて㸪「Ṋ士として

の⏕き᪉」や「▱㆑人としての⏕き᪉」が㆟ㄽとして存在することがあり得たように㸪⌧

代においては㸪女子㧗ᰯ⏕の 8㸣ほどもが┠指す⫋ᴗになっている以上㸪「┳ㆤ師」とし

ての⏕き᪉というものの♫会学ⓗ探ồをもっと主㢟化していってもよいように思われた㸬 

 

【ὀ】 

1㸬 専㛛⫋としての┳ㆤ師のᴗ務内容がつ定された᮲ᩥとして㸪『保健師助⏘師┳ㆤ師ἲ』

の以下のものを参↷せよ㸬「➨ 5 ᮲ このἲ律において『┳ㆤ師』とは㸪厚⏕労働大⮧の

免チを受けて㸪傷⪅ⱝしくはじよく婦に対する⒪㣴上の世ヰ又はデ⒪の⿵助を⾜うこ

とをᴗとする⪅をいう」㸬なお㸪「デ⒪⿵助⾜Ⅽ」の一㒊については㸪「≉定⾜Ⅽ」として㸪

指定◊修ᶵ㛵での◊修受ㅮを᮲件に㸪医師やṑ⛉医師からの包括ⓗ指♧の下で㸪「手㡰᭩」

に基づいた⿵助⾜Ⅽ㸦たとえば㸪⬺Ỉ≧⪅へのⅬ➼㸧を⾜うことができる㸬 

2㸬 ᶔ⏣は㸪このインタビューㄪᰝ⤖ᯝをᶔ⏣㸦2006㸧において報告した㸬なお㸪⌧在も

多くの┳ㆤ師が「医⒪コーディネーター」を名乗っているが㸪似たような≧ἣであると

いえよう㸬 

3㸬 たとえば㸪「医⒪コーディネーターのⲡ分け」である「ᴦ患ナース」では㸪医⒪コー

ディネーターは㸪5 年以上の⮫床⤒㦂をもつ┳ㆤ師でかつ㸪必せな◊修を受けたものと

いうことになっている㸦KWWS://ZZZ.UaNNaQ.QeW/LU\R-VRdaQ.KWPO㸧㸬 

4㸬᪂卒㧗ᰯ卒ᴗ⪅は『学ᰯ基ᮏㄪᰝ』㸦ᩥ㒊⛉学┬ 2020, 2021㸧㸪┳ㆤ師㣴成所入学⪅ᩘに

ついて㸪2020㸦令和 2㸧㹼2021㸦令和 3㸧年は『┳ㆤ師➼学ᰯ㣴成所入学≧ἣ及び卒ᴗ⏕

就ᴗ≧ἣㄪᰝ』㸦厚⏕労働┬ 2020, 2021㸧㸪1996㸦平成 8㸧㹼2012㸦平成 24㸧年は『┳ㆤ⫋
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員の⌧≧と推⛣』㸦厚⏕労働┬ 2016㸧よりㄪべた⤖ᯝに基づいている㸬 

㧗ᰯ᪂卒入学⪅は㸪3 年ㄢ⛬専㛛学ᰯ㸪4 年制大学㸪3 年制▷ᮇ大学㸪准┳ㆤ師ㄢ⛬㣴

成所の入学⪅合ィをᩘえたもの㸬㧗ᰯ᪂卒とは㸪3 ᭶ᮎに㧗ᰯ卒ᴗ後㸪㛫を⨨かず㸪ḟ

の㐍㊰先へ㐍学・就⫋し㸪㧗ᰯ卒ᴗのⅬで┳ㆤ師・准┳ㆤ師免チを取得していない人

のことを指す㸬中➼学ᰯは㧗➼学ᰯと同ᵝのものとする㸬┳ㆤ 2 年ㄢ⛬の㣴成所や 2 年

制▷大㸪┳ㆤ 3 年定制は准┳ㆤ師免チ取得⪅であるとみなし㸪᪤に就ᴗしている可⬟

性や᪂卒でない可⬟性があるため㸪それらの学ᰯの入学⪅は㝖く㸬また㸪㧗ᰯ᪂卒にお

ける┳ㆤ師➼学ᰯ㣴成所入学≧ἣを必せとするため㸪㧗ᰯ・㧗ᰯ専ᨷ⛉・5 年一㈏ᩍ⫱

ᰯ㸪の入学⪅も同ᵝに㝖く㸬なお㸪図 1 は㸪「┳ㆤ⫋員の⌧≧と推⛣」㸦厚⏕労働┬ 2016㸧
を参⪃にして作成した㸬 

また㸪┳ㆤ⣔の㈨᱁取得の㐣⛬について㸪図 4「┳ㆤᩍ⫱制度図」として以下を提♧

する㸬 

出典㸸広島┴健康⚟♴局医⒪介ㆤ人ᮦㄢ 

図㸲 看ㆤ教⫱制度図 
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┳ㆤ⣔の免チを取得する᪉ἲは多岐に及んでおり㸪㧗卒だけでなく㸪中卒から㐍㊰㑅

択が可⬟である㸬中卒からの㐍㊰に㛵しては㸪5 年一㈏制の㧗➼学ᰯにいくと卒ᴗに

┳ㆤ師国家ヨ㦂を受㦂するᶒ利が得られる㸬また㸪㧗➼学ᰯ⾨⏕┳ㆤ⛉㸪准┳ㆤ師㣴成

所に㐍学することで准┳ㆤ師免チが取得できる㸬しかし㸪一㈏制ᩍ⫱ᰯや㧗➼学ᰯ⾨⏕

┳ㆤ⛉を出た場合には㸪㧗卒扱いになるが㸪准┳ㆤ師㣴成所を卒ᴗしても中卒扱いとし

かならない㸬中学᪂卒で准┳ㆤ師㣴成所へ入学した人が卒ᴗ後に┳ㆤ師免チ取得のため

に┳ㆤ師㣴成所 2 年ㄢ⛬への㐍学を希ᮃする場合㸪受㦂㈨᱁として㸪中卒⪅は実務⤒㦂

が 7 年以上必せとなる㸬しかし㸪㏻信制㧗ᰯと准┳ㆤ師㣴成所とに並⾜して㏻うことで㸪

᭱▷ 2 年で准┳ㆤ師免チを㸪3 年で㧗卒㈨᱁を取得することが可⬟となるケースも存在

している㸬⌧在は准┳ㆤ師㣴成所から┳ㆤ師㣴成所へ㌿換し㸪┳ㆤ師㣴成への一ᮏ化を

図るところが増えている㸬そのため㸪准┳ㆤ師㣴成所がῶ少しつつある㸬 

なお㸪学ᰯ基ᮏㄪᰝによると㸪1965㸦和 40㸧年では㧗ᰯ㐍学⋡が⏨女ともに⣙ 70㸣
であり㸪⌧在よりも中卒⪅の割合が大きかった㸬そのように㧗ᰯ㐍学⋡がᬑ及していな

い㡭から㸪准┳ㆤ師制度によって㸪多ᵝな♫会㝵層からの人々を┳ㆤ⫋と⤖びつけるこ

とが可⬟となっていた㸬したがって㸪中卒であっても専㛛⫋としてキャリアアップして

いくことが可⬟となるルートとして㸪准┳ㆤ師制度のṔ史が存在した㸪とホ価すること

もできよう㸬人々に多ᵝな♫会ⓗキャリアをṌませるパスが幾㏻りもあったことは㸪ホ

価に値することであり㸪その⤖ᯝとして個人ⓗに多ᵝなアイデンティティが可⬟となっ

ていたことも㔜せなṔ史ⓗ事実であるといえよう㸬 

5㸬 ┳ㆤ⫋員の年㱋別就ᴗ≧ἣは㸪「令和 2 年⾨⏕⾜ᨻ報告例㸦就ᴗ医⒪㛵係⪅㸧のᴫἣ」

㸦厚⏕労働┬ 2022㸧より入手したデータに基づいている㸬図 2 は㸪「┳ㆤ⫋員の⌧≧と

推⛣」㸦厚⏕労働┬ 2016㸧を参⪃にして作成した㸬 

6. 図 3「┳ㆤ⫋⪅の就ᴗ≧ἣ」内には㸪専㛛⏝ㄒが多ᩘ掲㍕されているので㸪ὀ 6㸪ὀ 7㸪
ὀ 8㸪ὀ 9㸪ὀ 10㸪ὀ 11㸪ὀ 12 と合ィ 7 個のὀグを「᭱初の就ᴗから㞳⫋をへての再就

⫋まで」というὶれにἢって⾜った㸬ゎㄝとして㸪まず㸪ὀ 6 から㸬᪂卒入学⪅は㸪「┳

ㆤ師➼学ᰯ㣴成所入学≧ἣ及び卒ᴗ⏕就ᴗ≧ἣㄪᰝ」㸦厚⏕労働┬ 2021㸧から得られた

⤖ᯝに基づいている㸬つまり㸪2021㸦令和 3㸧年の┳ㆤ師➼学ᰯ㣴成所の入学≧ἣより㸪

㧗ᰯ᪂卒における┳ㆤ 3 年ㄢ⛬専㛛学ᰯ㸪4 年制大学㸪3 年制▷ᮇ大学㸪准┳ㆤ師ㄢ⛬㣴

成所の入学⪅をᩘえたものである㸬┳ㆤ 2 年ㄢ⛬の㣴成所や 2 年制▷大㸪┳ㆤ 3 年定

制は㸪当ヱ学ᰯに入学したⅬで᪤に准┳ㆤ師免チ取得⪅なので㸪つまり㸪᪂つの┳ㆤ

⫋就ᴗ⪅ではないので㝖くようにした㸬㧗➼学ᰯ⾨⏕┳ㆤ⛉の入学⪅や 5 年一㈏ᩍ⫱ᰯ

の入学⪅は中卒にあたるので㝖くようにした㸬 

7. ᪂つ就ᴗ⪅は㸪「┳ㆤ師➼学ᰯ㣴成所入学≧ἣ及び卒ᴗ⏕就ᴗ≧ἣㄪᰝ」㸦厚⏕労働┬ 
2021㸧よりデータを得た㸬なお㸪このㄪᰝにおいては㸪㈨᱁取得┤後に㐍学した場合は㸪

就ᴗ⪅とはしていないため㸪以下のような処⌮をした㸬2021㸦令和 3㸧年の┳ㆤ師➼学

ᰯ㣴成所の卒ᴗ≧ἣより㸪┳ㆤ 3 年ㄢ⛬㸪4 年制大学㸪3 年制▷ᮇ大学㸪准┳ㆤ師ㄢ⛬㣴
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成所㸪㧗➼学ᰯ⾨⏕┳ㆤ⛉㸪一㈏ᩍ⫱ᰯの卒ᴗ⏕が卒後に┳ㆤ⫋員として就ᴗした⥲ᩘ

と㸪㐍学ᩘをᩘえたものを᪂つ就ᴗ⪅とした㸬┳ㆤ 2 年㐣⛬の㣴成所や 2 年制▷大㸪┳

ㆤ 3 年定制の入学⪅を㝖いた㸬㐍学先の学ᰯを卒ᴗすると┳ㆤ⫋員として就ᴗするこ

とがぢ㎸まれるため㸪卒後すぐに就ᴗせず㐍学していても㸪㐍学ᩘを就ᴗᩘにカウント

することにしたわけである㸬また㸪ᩘ値は 2021㸦令和 3㸧年の┳ㆤ師➼学ᰯ㣴成所卒ᴗ

⏕における┳ㆤ⫋員就ᴗᩘの合ィであり㸪㧗ᰯ᪂卒入学⏕とはそもそも年度にずれが⏕

じている㸬さらに㧗ᰯ᪂卒から┳ㆤ師・准┳ㆤ師として就ᴗするまでの㛫で卒ᴗ㐜延⪅

がⓎ⏕している可⬟性も㸪㏥学⪅がⓎ⏕している可⬟性もある㸬┤⤖させて⪃えること

は不㐺であろう㸬なお㸪図 3 の▮印のレイアウト➼については㸪「┳ㆤ⫋員の⌧≧と推

⛣」㸦厚⏕労働┬ 2016㸧を参⪃にして作成した㸬 

8. 就ᴗ⪅ᩘは㸪「令和 2 年⾨⏕⾜ᨻ報告例㸦就ᴗ医⒪㛵係⪅㸧のᴫἣ」㸦厚⏕労働┬ 2022㸧
より入手したデータに基づいている㸬保健師㸪助⏘師㸪┳ㆤ師㸪准┳ㆤ師の各就ᴗ⪅ᩘ

を㊊し合わせたᩘ値が⣙ 166 万人ということである㸬 

㸷. 「㞳⫋⪅」のᴫᩘィ⟬のやり᪉は少々」㞧である㸬┳ㆤ⫋⪅の㞠⏝≧ἣは㸪「令和 2 年

⾨⏕⾜ᨻ報告例㸦就ᴗ医⒪㛵係⪅㸧のᴫἣ」㸦厚⏕労働┬ 2022㸧によると㸪ṇつ㞠⏝┳

ㆤ⫋員が⣙ 80㸣㸪㠀ṇつ㞠⏝┳ㆤ⫋員が⣙ 20㸣となっている㸬㞠⏝≧ἣ別の㞳⫋⋡につ

いては㸪ṇつ㞠⏝┳ㆤ⫋員の㞳⫋⋡については「2020 年㝔┳ㆤ実態ㄪᰝ報告᭩」㸦᪥

ᮏ┳ㆤ協会 2021㸧より 11.5㸣のᩘ値を採⏝した㸦᪂卒⪅の㞳⫋や定年㏥⫋㸪㌿⫋を含

む㸧㸬一᪉㸪㠀ṇつ㞠⏝┳ㆤ⫋員における㞳⫋⋡については㸪「㞠⏝動向ㄪᰝ」㸦厚⏕労働

┬ 2020㸧より㸪㠀ṇつ㞠⏝労働⪅㸦パートタイム労働⪅㸧全体の㞳⫋⋡が 23.3㸣とされ

ているため㸪㠀ṇつ㞠⏝┳ㆤ⫋員の㞳⫋⋡もこれに㏆似するものであると推 した㸬し

たがって㸪㠀ṇつ㞠⏝┳ㆤ⫋員の㞳⫋⋡を 23.3㸣とタ定してィ⟬した㸬以上を以って㸪

㞳⫋⪅ᩘを以下の式より⟬出した㸬その⤖ᯝが㸪⣙ 23 万人という⤖ᯝになったというこ

とである㸬ただ㸪このᩘ値は㸪どうも㸪大きめにぢ✚もられているようである㸬 

㞳⫋⪅ᩘ 229942.3㸻㸦ṇつ㞠⏝┳ㆤ⫋員㞳⫋⋡ 11.5㸣î2020 年の就ᴗ⪅ᩘ 1659035㸧

î0.8㸩㸦㠀ṇつ㞠⏝┳ㆤ⫋員㞳⫋⋡ 23.3㸣î2020 年の就ᴗ⪅ᩘ 1659035㸧î0.2 

10. ┳ㆤ⫋員の増ῶについては㸪他㈨ᩱの⤖ᯝをそのままὶ⏝した㸬⾨⏕⾜ᨻ報告例㸦厚

⏕労働┬㸧より㸪1998㸦平成 10㸧年㹼2020㸦令和 2㸧年の㐣去 10 年㛫の┳ㆤ⫋員の対前

年ẚ増ῶᩘの平均ᩘは 5.6 万人の増加であったため㸪そのᩘ値をᮏ図内中央㒊に㓄⨨し

た㸬もちろん㸪ᮏ図内の他のᩘ値をもとに┳ㆤ⫋員ᩘの 2020 年ごろの一年㛫の増加分を

ィ⟬することも᳨ウしたが㸪すでに図内のㅖᩘ値が」ᩘ年度にまたがって推ィされてい

る以上㸪年度を⤫一することなくィ⟬しても不ṇ☜なィ⟬にしかならないことは᫂らか

であったため㸪ィ⟬を᩿念した㸬 

11. ₯在┳ㆤ師⫋員ᩘは㸪「᪂たな┳ㆤ⫋員の働き᪉➼に対応した┳ㆤ⫋員㟂⤥推ィへの影

㡪せ因とエビデンスの᳨ドについての◊✲」㸦厚⏕労働┬⛉学◊✲ 2020㸧より㸪┳ㆤ師

の₯在ᩘと准┳ㆤ師の₯在ᩘを㊊したものである㸬 
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12. 年㛫再就ᴗ⪅ᩘは㸪以下の式より⟬出した㸬 

◎再就ᴗ⪅ᩘ㸻2020 年就ᴗ⪅ᩘ㸫2018 年就ᴗ⪅ᩘ㸭2㸫᪂つ就ᴗ⪅ᩘ㸩㞳⫋⪅  ᩘ

 ᩘ値をいれて㸪この式を再掲すると下グになる㸬 

再就ᴗ⪅ᩘ 196474㸻(2020 年就ᴗ⪅ᩘ 1659035㸫2018 年就ᴗ⪅ᩘ 1612951)㸭2㸫᪂つ就

ᴗ⪅ᩘ 56510㸩㞳⫋⪅ᩘ 229942 

13㸬ライフコースⓗ◊✲において㸪㠀典型ⓗ事㇟の合⌮ⓗㄝ᫂を㐺切に⧊り㎸んだものと

して㸪小⇃㸦2015㸧㸪㔠㸦2015㸧の 2 ⴭを挙げておきたい㸬シベリアに抑␃される☜⋡

も㸪㠉命㐠動に参加して῭州島でẅされない☜⋡も㸪ともに㸪低いものであり㸪それは㸪

┳ㆤ師でありながらアロマセラピストになってしまうということと同じ位ありそうも

ないことだが㸪人⏕というのは㸪そのような低い☜⋡事㇟を大㔞に体㦂するものとして

存在しているのである㸬 

14㸬この㒊分の「⤒㊰依存性」に㛵する㆟ㄽに㛵しては㸪⸨ᮧ㸦2014: 6 ❶㸧およびす岡㸦2007㸧

を参↷した㸬 

 

【ᩥ⊩】 

⸨ᮧṇ之㸪2014㸪『⪃えるヒント――᪉ἲとしての♫会学』弘ᩥ堂㸬 

広島┴健康⚟♴局医⒪介ㆤ人ᮦㄢ㸪Q.d.,「┳ㆤの㈨᱁をとるには」㸪ひろしまナースネッ

ト㸪KWWSV://ZZZ.SUef.KLURVKLPa.OJ.MS/VLWe/QXUVe-QeW-Pe]aVXNaWa/QXUVe-19.KWPO㸦2022/3/25 ☜

ㄆ㸧㸬 

ᶔ⏣⨾㞝㸪2006㸪「医⒪コーディネーターという⫋ᴗの可⬟性――医⪅患⪅㛵係の᪂⮬⏤

主⩏ⓗ再⦅というどⅬから」,『➨ 57 回㛵す♫会学会大会㸦㔠ἑ大学ゅ㛫キャンパ

ス㸧』会場㓄布㈨ᩱ㸦2006 年 5 ᭶ 27 ᪥㸧㸬 

㔠㚝㸪2015㸪『挑戦と᪥ᮏに⏕きる‐῭州島から⊦㣫㔝へ‐』岩Ἴ᭩店㸬 

厚⏕労働┬㸪2016㸪「┳ㆤ⫋員の⌧≧と推⛣」㸪➨ 1 回┳ㆤ⫋員㟂⤥ぢ㏻しに㛵する᳨ウ

会㸪cKURPe-
e[WeQVLRQ://efaLdQbPQQQLbScaMScJOcOefLQdPNaM/YLeZeU.KWPO?SdfXUO=KWWSV%3A%2F%2FZZZ.
PKOZ.JR.MS%2FfLOe%2F05-SKLQJLNaL-10801000-IVeLN\RNX-
SRXPXNa%2F0000072895.Sdf&cOeQ=733695&cKXQN=WUXe㸦2022/3/5 ☜ㄆ㸧㸬 

厚⏕労働┬㸪2020a㸪「㞠⏝動向ㄪᰝ」㸪大⮧官房⤫ィ情報㒊㞠⏝・㈤㔠⚟♴⤫ィㄢ㸪

cKURPe-
e[WeQVLRQ://efaLdQbPQQQLbScaMScJOcOefLQdPNaM/YLeZeU.KWPO?SdfXUO=KWWSV%3A%2F%2FZZZ.
PKOZ.JR.MS%2FWRXNeL%2FLWLUaQ%2FURXdRX%2FNR\RX%2FdRXNRX%2F21-
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告』96,公┈♫団ἲ人 ᪥ᮏ┳ㆤ協会㸪chrome-

extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/viewer.html?pdfurl=https%3A%2F%2Fwww.n
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【編㞟後グ】『現㇟と秩序』第 16号をお届けします㸬この度㸪「『現㇟と秩序』を複数の WEB 
サイトに掲㍕する公示㸦オプト・アウト機会の保㞀の公示㸧」をいたしました㸬今後㸪本誌

を複数のWEBサイトで掲㍕していくということに㛵する公示です㸬詳しくは本誌 91㹼92
㡫をご確認いただき㸪本件にご了承いただけない著者の方は㸪2022年 8月末日までに下記
「現㇟と秩序編㞟企画室」までお申し出ください㸬なお㸪お申し出のない場合は㸪ご了承い

ただけたものとさせていただきます㸬 
 さて㸪今回もスポーツ社会学や言語学等,多様な分㔝の専㛛家からご寄稿いただきました㸬 
第㸯ㄽ文は㸪パラリンピック㑅手のとあるポスターに記された「㞀害は言い訳にすぎない」

という文言をめぐるディスコース分析です㸬機能的クラス分け制度のあり方を中心に㸪いま

だ残る課㢟についてもㄽじられています㸬 
第㸰ㄽ文は㸪看ㆤ師を“㎡めた”人びとのキャリア形成に㛵するインタビューとその分析

です㸬いかに㸪かれらの人生に看ㆤ師経㦂が生きているかを丁寧に考察しています㸬 
第㸱ㄽ文は㸪ある㧗㱋者が㸪アマゾン社のエコーショーという機械㸦その中には「アレク

サ」という㸿㹇㹙人工知能㹛が棲んでいます㸧を用いて㸪㐲㝸地にいるお孫さんと交流する

実㦂のときに何が㉳きたか㸪のビデオ・エスノグラフィーです㸬「支援」というものの㞴し

さ㸪「学習」をモニターするということの困㞴がものの見事に描かれています㸬教育社会学

の成果としても読むことができるでしょう㸬 
 第㸲ㄽ文は㸪「㒌中奇㆓」㸦江戸板㸧と「異本㒌中奇㆓」㸦大坂板㸧における罵りの助動詞

を比㍑・分析したものです㸬方言を意㆑した置き換えのみならず㸪その地方ならではの内容

への改訂の結果㸪複数の罵りの助動詞が使用されるようになったようです㸬 
今回もぜひご堪能ください㸬 (H.Y.) 
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